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通学科／通信科講座、
ワンデーセミナーなど
多彩なプログラムをご用意。

「翻訳実務検定TQE」を運営し、
翻訳者の育成に力を入れています。

☎03-6675-3965
受付時間 / 平日 10:00～20:00  土曜日 10:00～17:00

未来の翻訳者が集う場所
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翻訳業界が世界にひろがっていることを頭では理解していても、実際
に目に見える形でそれを実感できる機会はなかなかありません。毎年、ア
ジア・欧州・北米の三つの地域で開催されるLocWorldは、世界から翻訳業
界人が集まるイベントとして確実に存在感と重要性を増してきました。
今年の年末までに開催される32回のLocWorldを開催地別に集計して

みると、北米については14回開催のうちシアトル5回・シリコンバレー4

回と開催地が定番化してきている一方で、欧州とアジアは過去7年間に
限るとダブリンで2回開催されたのを例外として毎回開催地を変えてい
ます。
運営側としてはより多くの参加者が集まる都市で開催したいわけで、

LocWorldの開催地に繰り返し選ばれることは、ローカリゼーション翻訳
の顧客企業や翻訳会社にとってその都市がどれだけ魅力的かを示すひと
つの指標になると考えることができるでしょう。アジアにおける日本の
翻訳業界の競争力を将来にむけて高めていく上で、LocWorldが今後も日
本で繰り返し開催されることには大きな意味と価値があります。
日本には世界で競争できる商品力を持つ産業がたくさんあります。

LocWorldに参加する翻訳業界各社はビジネスチャンスがあると考えれば
日本での開催を歓迎するでしょうし、世界から多くの翻訳会社が参加し
てくれば日本の顧客企業にとっても魅力あるイベントとして認知されて
いくでしょう。そうなれば、いま日本には存在していない翻訳クライアン
トの大企業が多数参加するイベントが実現できることになり、日本国内
の翻訳会社にとってもきっと大きな刺激と成長の機会になるはずです。
今年のLocWorld30 Tokyoを見逃した方も、ぜひ次回の日本開催には発

表者や出展者として参加し、世界の業界関係者と交流するネットワーキ
ングの醍醐味を味わっていただきたいと思います。この特集記事がその
きっかけになればさいわいです（河野）

LocWorld30
 Tokyo
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いつもと様子が違う翻訳会社
の展示ブース、準備は万端
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「ヤァ ! LocWorldがついに日本へやって来る !!」と心を躍ら
せた業界関係者も多かったのではないだろうか。「ロックワー
ルド」とは言っても音楽の祭典ではなく、れっきとした翻訳に
関する展示会である。

LocWorld 01は2003年に米国シアトルで開催された。
LocWorldの公式サイト（http://locworld.com）の略歴には、
The Localization InstituteのUlrich Henes氏とMultiLingual誌
のDonna Parrish氏が共同主催者として、ローカリゼーション
業界の発展のため、友好に満ちた交流の場の形成を目的とし
てLocWorldが展開されていることが紹介されている。1年に
1回は北米、1回は欧州で開催されてきたこの国際的なイベン
トは、2007年に上海で開催され、そして2013年にシンガポー
ルで開催されて以降、アジアも開催対象地域に加えられ、本
2016年にようやく東京で開催された。

「Engaging Global Customers」というテーマが掲げられた
3日間にわたるイベントの初日は「プ
レカンファレンス」で始まった。「ラウ
ンド テーブル」が用意され、「Game 

Localization」や「Localization Sales and 

Marketing」など、特定のトピックにつ
いて参加者同士による協議が展開され
た。さらに、「オープニング レセプショ
ン」も開催され、登壇者や展示ブース
の担当者を含む関係者が集った。

Event Report
LocWorld30 Tokyo
日　　時 ● 2016年4月13日（水）～ 15日（金）
開催場所 ● 京王プラザホテル
報  告  者 ● 目次 由美子（LOGOStar）

北米 欧州 アジア

LocWorld01 Seattle 2003 ◯

LocWorld02 Bonn 2004 ◯

LocWorld03 San Francisco 2004 ◯

LocWorld04 Bonn 2005 ◯

LocWorld05 Seattle 2005 ◯

LocWorld06 Barcelona 2006 ◯

LocWorld07 Montreal 2006 ◯

LocWorld08 Shanghai 2007 ◯

LocWorld09 Berlin 2007 ◯

LocWorld10 Seattle 2007 ◯

LocWorld11 Berlin 2008 ◯

LocWorld12 Madison 2008 ◯

LocWorld13 Berlin 2009 ◯

LocWorld14 Silicon Valley 2009 ◯

LocWorld15 Berlin 2010 ◯

LocWorld16 Seattle 2010 ◯

LocWorld17 Barcelona 2011 ◯

LocWorld18 Silicon Valley 2011 ◯

LocWorld19 Paris 2012 ◯

LocWorld20 Seattle 2012 ◯

LocWorld21 Singapore 2013 ◯

LocWorld22 London 2013 ◯

LocWorld23 Silicon Valley 2013 ◯

LocWorld24 Bangkok 2014 ◯

LocWorld25 Dublin 2014 ◯

LocWorld26 Vancouver 2014 ◯

LocWorld27 Shanghai 2015 ◯

LocWorld28 Berlin 2015 ◯

LocWorld29 Silicon Valley 2015 ◯

LocWorld30 Tokyo 2016 ◯

LocWorld31 Dublin 2016 ◯

LocWorld32 Montreal 2016 ◯

LocWorld開催地

イベント報告

http://locworld.com
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2日目からはセッションと展示会が開催された。
45分間の講演が3つのトラックで並行してスケ
ジュールされたプログラムでは、各セッションに
対して「Advanced Localization  Management」、
「Global Business」、「Keynote」、「Localization for 

Asia」、「Technology」というラベルが示されてい
た。セッション タイトルには、開催地を意識した
「Tailoring Your Product to Succeed in Japan」、ロー
カリゼーション事業の先端を伺わせる「Journey 

from Project Manager to Program Manager」、国際性が
感じられる「Localizing for Customers and Beyond」、
最新のテクノロジーを彷彿とさせる「XML in 

Translation」などが見受けられた。
ジャパン・インターカルチュラル・コンサルティ

ング社のRochelle Kopp氏による同時通訳付きの
基調講演「Bridging Cultural Di�erences with the 

Hybrid Approach」では、ビジネスに影響し得る日
本の文化的な背景が紹介された。3日目の午前中
に開催されたもう1つの基調講演「The Growing 

Importance of Emerging Markets」ではLocWorld

共同主催者のHenes氏がモデレータを務め、
Google社、Lionbridge社、NEC社、Welocalize社か
らの豪華なパネリストを擁していた。
基調講演の開催中はほかのトラックでセッショ

ンを開催しない、セッションとセッションの間に
は30分間の休憩を置くことで展示ブースを訪問
する時間帯を設けるなど、運営側の配慮が感じら
れた。
さらに、約1時間のランチも設けられていた。そ

う、LocWorldの参加料には「昼食」も含まれてい
た（昼食を含まない「午後券」も用意されていた）。
LocWorld参加者専用の「食堂」には大きめの丸
テーブルが配され、ランチタイムでも参加者同士
が親睦を深められる機会が準備されていた。

2日目の夜にはMoravia社に
より「カンファレンス ディ
ナー」が提供され、展示会場
の外の空気も楽しむことがで
きた。

自分自身も含め、日本からは
「LocWorld初心者」が多く見受けられた。海外か
らの参加者には3回、4回と各地のLocWorldを経
験済みの人が多いように思われた。北米や欧州を
本拠地とする企業にとっては地理的な条件が日本
とは大きく異なり、開催地の考慮は不要なのかも
しれない。また、翻訳に関するサービスやテクノロ
ジーの情報交換の場として、LocWorldは参加しな
くてはならないイベントとして認知されつつある
傾向も伺えた。

LocWorldへの参加経験は豊富だが、来日は初め
てという参加者も少なくなかった。展示ブースに
も日本国内ではまだ馴染みの薄い海外の翻訳会社
や、翻訳に関するテクノロジー ベンダーが名前を
連ねていた。日本での展開を検討する翻訳関連企
業にとっても、東京で開催されたLocWorldは良い
機会となったはずだ。
今回の東京開催は小さめである、前に参加し

たときはトラックが5つあったなどという声も
LocWorld経験者から聞こえた。しかしながら、
LocWorldというイベントを通して、翻訳に関わる
人たちの豊かな国際性と、それに伴うスケールの
大きさが感じられた。さらにスケールアップした
イベントとして、また日本で開催される日を楽し
みにしたい。

コーヒーや軽食も用意
された展示エリア

Event Report

参加者で溢れた
セッション会場

和気藹々とした
カンファレンス ディナー
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本誌のイベントレポートでも紹介したとおり、
「LocWorld」（以下、LW）という国際的な翻訳イベントが
ついに日本で開催されました。この世界規模のカンファ
レンスが実にその30回目にしてやっと東京で開催され
た背景には、株式会社 十印によるスポンサーとしての活
躍があったからこそと言っても過言ではありません。LW

にかけた同社の意気込みや目標、得られた結果、そして、
今後の展望についてなど、担当者の方たちに直接インタ
ビューする機会を得ることができました。

スポンサーおよび出展社として
LocWorldに臨んだ意味

「LWは翻訳業界で最も注目されるカ
ンファレンスとなりつつあります。」

TAUS Representative や GALA 

Chairmanを歴任し、LWのCommittee 

memberも務める伊藤氏はポリコムの向
こうから力強く語りました。「あきさん」の
愛称で親しまれる同氏は、LWの参加者数が
増加している傾向や、GALAとは趣旨が異なりクライアン
ト側の参加がより見受けられる旨を指摘しています。

同社にとってはイベントを介しての情報交換による自
社ブランドの確立がLocWorld出展の目的とのことです。
つまり、自らが情報を提供しなければ情報交換は成立し
ない、自社ブランドを掲げて情報を提供する姿勢を貫く
と相手からも情報が返ってくる、見込み顧客から相談を
受けることもある、結果として、情報提供を励行する優
れた企業であるというイメージにつながるとのことでし
た。

LocWorldを東京で開催したことの意味

LW開催地の決定は、オリンピック招致に類似するとこ
ろがあるそうです。日本の翻訳業界にとっての意味を最
優先して考慮し、伊藤氏は十数年前からLW主催者と東京
開催について協議を重ねてきたそうです。アジア地域初
のLW08は、2007年に上海で開催されました。当時、中国
は非常に活気に溢れており、日本は物価が高いという印
象を持たれていました。
しかしながら、第30回目という節目でもある今回の東
京開催を実現できた理由の1つには、東京という都市が
持つ魅力もあるとのことでした。
小西氏からは、「東京をアジアのハブとして盛り上げて

いきたい。さらには、韓国や中国も日本に連れて来たい、
タイやインドネシアのLSPも迎えたい」と熱のこもった
意見も聞かれました。高い品質基準を求められる日本は、
アジアの中でもリーダーシップを発揮していきたいとい
う自負を感じました。

LocWorld開催への道のり

LW主催者に対して同社でコンタクト ポイントを担当
された片岡氏は東京開催の約1年半前から会場探しに奔
走したそうです。参加者数も予測でしかない中で、海外
から来るお客様にも満足いただける立地条件であること
など理想的な会場を見つけるのは大変困難だったそうで
す。時期が早過ぎると予約を受け付けてもらえないなど、

運営側ならではの苦労話も聞くことができまし
た。

インタビュアーである河野がLWのWeb

サイトで ITがスマートに活用されている
点に触れると、「LWというイベントを皆
で楽しく経験する目的がある」と伊藤氏

は答えました。参加者には個別のアカウン
トが提供され、ログインしてセッションの参
加予定スケジュールを作成・公開し、参加者同士

のプロフィールを参照したり、連絡を取り合うこともで
きるような機能が装備されています。伊藤氏は「Newbies 

Interviewees
株式会社 十印
代表取締役会長　勝田 美保子
代表取締役社長　片岡 温央（対LocWorld担当窓口）

海外事業本部長　伊藤 彰彦（LocWorld Committee member） 
※インタビューにはオンラインで参加

Director of sales, Europe　小西 輝一（（株）十印内 LocWorld実行委員長）

マーケティング部　石川 弘美

協力
株式会社 十印
リソースマネージャー　小島 伸一
マーケティング担当　泉谷 東十郎

聞き手 ● 河野 弘毅（日本翻訳ジャーナル）
取　材 ● 2016年5月
報告者 ● 目次 由美子（LOGOStar） 

Interview
LocWorld30 Tokyoへの軌跡
～株式会社 十印のおもてなし～
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「日本での開催時にはぜひ日本企業からの発表が欲し
い」と強調されました。
さらに、日本のグローバル企業による参加も促進し、

日本だからこその話を聞くことのできる自動車や家電の
メーカーによるセッションの重要性も指摘しています。
そして、海外で見られるようなメーカーとベンダーの均
衡がとれた関係性も構築したいといった希望についても
言及がありました。
片岡氏からは、主催都市である東京の魅力を今後はさ

らにアピールしたく、イベント前後に（日帰り）ツアーを
企画したいとの発言もありました。

次回以降のLocWorldに出展を
検討している企業へのアドバイス

とりあえず一回出展してみようという気持ちでは大き
な効果は見込めないであろうと伊藤氏は考えています。
ブランド形成のための投資であることを覚悟する必要が
あり、来場者へ伝えたいメッセージを明確にすることの
重要性も強調しています。
また、小西氏も、新規顧客を即時に獲得するといった利
益だけの追求よりもブランドの継続性を考慮すべきであ
り、企業の安心感を創出するための貢献の必要性を指摘

しています。
さらに、営業担当者のみの参
加ではなく、翻訳作業の実務
に携わるエンジニアやリ
ンギストなどがLWのカ
ンファレンスに参加する

ことによって翻訳業界全体
的な交流がもたらされ、「現場

のモチベーション アップ」につな
がるのではないかとの言及もありました。

終わりに

LocWorld30 Tokyoは成功の内に幕を引きました。そこ
には株式会社 十印による、なによりもまず来場者にこの
世界的な翻訳イベントを楽しんでもらおうという「おも
てなし」の気持ちと、会社一丸となっての貢献をこの度の
インタビューで伺うことができました。日本の翻訳業界
がさらにグローバルに発展する兆しを直に感じ、またそ
の一躍を担うことのできるLWが、近い将来に再び東京で
開催される日を楽しみにしたいと思います。

Get-together in Tokyo!」というイベントを立て、LWへ初
めて参加する人を募り、ミートアップ イベントを開催し
ています。これによって緊張が解きほぐれたLW初心者も
多くいたことが想像されます。
同社の展示ブースでは、和服を纏った社員により抹茶
が供されました。本格的な茶道具が並べられ、「茶の湯」
に関する簡潔な紹介文が英語でも用意されていまし
た。「参加者の方たちにはとにかく楽しんでもらい
たかった」という伊藤氏の言葉に尽きると言え
ます。限られたホテルの展示スペースという
空間では制約も多く、いらしたお客様にどこま

で本物を体験していただけるかという葛藤もあっ
たとのことですが、結果として、特に海外からの参加

者の間で大きな好評を博しました。その結果、Twitter

やLinkedInなどのソーシャルメディアには同社ブースで
のお茶会を写した写真が多数掲載され、非参加者をも対
象とした大きな宣伝効果も得られたそうです。

 

さらに、LW初日に開催さ
れた交流会の最中、日本
酒を揃えてさらに来場
者に楽しんでもらお
うという伊藤氏の
発案から、最終日に
は一升瓶を並べての
「利酒」も実施されまし
た。同社の発想力、そして
団結しての迅速な行動力が存分に発揮され、着物
姿のブース要員としても従事された石川氏は、「自分
の勤務先ではあるけれど、懐の広さを改めて実感した」
とのことでした。
「どこの会社のこと？」とうそぶく勝田会長の一言に
よってこのインタビューにおける最大の笑いが引き起こ
されました。そして、一旦間を置いてから、「ゆとりからも
たらされる本物のたしなみ」についてもお話されました。

 

LocWorld主催者の反応、
そして今後について

伊藤氏によるとLW30は主催者側からも大きな好評が
得られ、喜びに満ちた声が多く届いたとのことでした。
東京という場所ならではの集客の容易さが見受けら

れた一方、日本のグローバル企業による積極的な参加と
いった要望も改めて認識したそうです。
ベルリンやシアトルなど過去に複数回LWが開催され

ている都市もあり、決定事項ではないけれど、今後も東京
での開催を希望していると伊藤氏は述べています。

巻 頭
特 集 LocWorld30

Tokyo
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第2回

去る5月29日に翻訳フォーラ
ムでは「『翻訳のレッスン』刊行記
念・シンポジウム&大

だい

オフ」を東
京・文京区のお茶の水女子大学
他で開催した。シンポジウム
と銘打った会は2012年、14

年、15年に続いて4回目。
初回、2回目の70名から、

3回目には110名、そし
て今回は140名の参加
を得て、盛大に執り
行うことができた。

まずはご来場いただいた皆さ
ん、様々な形でご協力いただいた
皆さんに感謝を申し上げたい。
今回のシンポジウムは題名にも

ある通り、5月27日に発売になっ
たばかりの共著書「できる翻訳者
になるために　プロフェッショ
ナル4人が本気で教える『翻訳の
レッスン』」（講談社）の刊行を記念
したものである。著者4人が自分
の担当章を中心とした講義をした
他、「めだかの学校」メンバー（後
述）が成果発表を行い、また4人が
翻訳にまつわるFAQに答えた。夜
には恒例の「大オフ」パーティも
賑やかに行われた。

盛りだくさんの
シンポジウム

シンポジウムの講義1は井口
耕二「体育会系翻訳トレーニング
論」。翻訳者にとって厳しい状況
が続く中、いかにして「なりたい
自分」を設定し、そのために何を
したらいいかという話から始まっ
た。井口は元フィギュアスケート
選手。競技のためのトレーニング
と同じように、基礎技術を磨き続
けている。現状分析から対策の立
案・実施、効果測定、改善という作
業を繰り返し、目標達成まで続け
る。このことを「訳文で『の』の連
続を避ける」「原文の内容をできる
だけ短い訳文にする」という例を
取り上げて説明した。
講義2は深井裕美子「翻訳を始

めよう」。『翻訳のレッスン』では、
「準備7割」として翻訳に取り掛
かる前にしておくべき作業を説明
しているが、今回はその手前の受
注段階に着目し、確認すべき点に
ついて場内の皆さんから意見を
得た。「断る勇気」にも触れ、ポジ
ティブな、提案型の断り方を推奨
した。また図書館の利用法も紹介
した。

午後の一番手は「『めだかの学
校』発表会」。翻訳フォーラムで
は、2年前から「めだかの学校」と
いう勉強会を開催している。10人
前後のプロ翻訳者と幹事4人が定
期的に集まり、事前に出題された
課題を検討したり、翻訳技術を磨
いたりする会である。昨年、一昨
年は「公開めだか」という形で、シ
ンポジウム参加者の皆さんの前で
討論をお見せしてきたが、今回は
趣向を変えてこの1年（人によっ
ては2年）に「めだか」で習得した
技術や概念を各班約10分間で発
表することにした。
第1班は「アウトライン」。英語

話者の間では何を書く際にも「ア
ウトライン」すなわち骨格あるい
は設計図を作ってから、肉付けを
していくことが幼少時から常識と
なっている。われわれ翻訳者もそ
の常識を身につけ、原文作者の論
理展開を読み取り、訳文で再現す
る必要がある。「めだか」では米国
の小中学生向けテキストを使って
深井が解説を行う他、毎回の課題
文を「1行まとめ」する訓練を行
い、書き手の想定した筋書きを読
み取ってきた。アウトラインを意
識することは、メリハリのある訳
文につながる。またとかく一文ず
つに目が行き、全体の構成を考え
なくなってしまいがちなCATツー
ル使用者も、アウトラインを読み
取ることで、ぶちぶち切れた訳に
なることを防止できる。

2つ目の班は「訳例分析」。ある
語（たとえばmost）の訳を考える
とき、一般には英和辞典を用いる
ことが多い。しかしどんなに大き
な英和辞典でも、掲載されている
訳語や用例は限られている。この
ような場合CD-ROM辞書の例文を
全文検索すれば多様な用例が得ら
れる。用例は「前から修飾」「後ろ
から修飾」「文末表現」といった具
合に5つのパターンに分けること
ができるのだが、普段の生活の中
であらゆる文章をこの5パターン
に峻別する訓練をすることで、手
持ちの表現を増やすというのが狙
いである。「めだか」では、高橋さ

翻訳者・通訳者
深 井  裕 美 子
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東京都出身。上智大学外国語学部フランス語学科卒
業。JR東日本、番組制作会社を経て（株）ネスト代表取
締役。テレビ、映画、演劇、音楽関連の仕事が多い。主
な作品に戯曲『淋しいマグネット』、写真集『リュリシー
ズ』（平凡社）、映画『樹海のふたり』（英語字幕）、『バイ
リンガルコミックス忠臣蔵』（講談社）など。翻訳フォー
ラム幹事として『翻訳のレッスン』（講談社）を共同執
筆。1996年より翻訳学校で教鞭をとる。

「翻訳者の薦める辞書・資料」
http://nest.s194.xrea.com/lingua/

深 井  裕 美 子
F u k a i  Y u m i k o

きのがこの方法を紹介し、自ら用
意した大量の用例カードをパター
ン別に仕分けるエクササイズを
行っているが、その一端を今回の
シンポジウムでは紹介した。
最後は「テンスとアスペクト」
班である。テンスが「いつ起こっ
たのか。以前か、今か、この先なの
か」を表すのに対し、アスペクト
は「動作が始まったばかりなのか、
続いているのか、もう終わったの
か」を指す。英語と日本語では、こ
れらの体系は異なるのだが、原文
を読むとき、そして訳文を書くと
きに強く意識することは大切であ
る。ここを曖昧にしておくと、文章
にキレがなくなり、ぼんやりとし
た訳文ができあがる。「めだか」で
は高橋さきのが「テンスとアスペ
クトは翻訳の腰紐 !」（着物の着く
ずれを防ぐために欠かせない腰紐
と同じように大切の意）と繰り返
し述べ、「1000本ノック」として
日常的に目に入る文章を4つのア
スペクトパターンに分けることを
推奨してきた。訓練の甲斐あって、
多くのめだかメンバーが瞬時にア
スペクトの峻別ができるようにな
り、訳文づくりに生かせるように
なってきた。
講義3は高橋聡「辞書を読も

う」。辞書の種類（CD-ROM、電子
辞書、アプリ等）の説明に始まり、
統一規格や串刺し検索のできる辞
書ブラウザの紹介、一つの辞書を
徹底的に読む方法と複数の辞書を
比べ読む方法など、今すぐ生かせ
る情報が提供された。実際の原文
を見ながら、大英和、英英、国語、
英和学習の各辞典を次々と引いて
いく過程も説明した。これから辞
書を揃える人のための必須セット
の紹介も行った。
講義4は高橋さきの「翻訳の

おとしあな」。「和英語林集成」を
1872年に編纂した岸田吟香の紹
介に始まり、以後いかに翻訳（者）
が日本語の文体・語彙等を作って
きたかに触れ、機械翻訳の生み出
す「伝えることのできない文章」
をよしとするのか、そうした状況
を阻むのかといった「日本語圏翻

訳者としての矜持」について述べ
た。原文を読んだ人と訳文を読ん
だ人が同じ絵を思い浮かべられる
ようにするのが現時点での翻訳の
目指す形であるが、通常の翻訳、
直訳・逐語訳、勝手訳、そして翻案
はその理想型に対してどのような
位置づけになるかを整理するとと
もに、「妙な訳文」を5つのパター
ンに分けてそれぞれの問題点を指
摘し、｢へんな文章｣ばかりをこし
らえたり、見たりしていると、翻訳
に必要な調整能力が失われ（母語
崩壊）、仕事続行が困難になると警
告した。
トークセッション「どうしたら
翻訳が上手になるか」では、『翻訳
のレッスン』第5章「翻訳者のお
悩み相談室」執筆の際に用意した、
よく耳にする質問をランダムに取
り上げ、4人が回答していく形を
とった。議題となったのは「専門用
語に定訳はあるか」「翻訳支援ツー
ルは使ったほうが良いか」「専門分
野はどのように決めれば良いか」
「常に発注される翻訳者になるに
は」「ボキャビルはどうしたら」「翻
訳学校に行かなくてはプロになれ
ないか」。この後、場内からの質問
に答えた。
以上、ごく簡単に当日の様子を
紹介したが、共著者4人の部分に
ついてはぜひ『翻訳のレッスン』
で、より奥深い解説をお読みいた
だきたい。

賑わった「大オフ」

イベントのいわば「夜の部」で
ある「大オフ」は、1996年から断
続的に行われてきている、翻訳
フォーラムの伝統行事である。全
国津々浦々から、さまざまなキャ
リアや専門分野の翻訳者が集合
し、立食形式でお喋りをする会で、
今年も80人ほどの参加を得て盛
大に開催することができた。大オ
フの唯一の企画といえば、各自が
自由に翻訳作品の展示をする「ワ
タシのシゴト」コーナーだが、今年
は会場の音響映写設備が充実して
いたこともあり、映像翻訳者の方

たちの作品も上映できた。従来よ
りも規模が大きくなり、また初参
加の方が多かったため、今年は名
札に分野別のカラーシールを貼る
という試みをしてみた。会話の緒
になったのであれば、幸いである。

翻訳フォーラムでは、今後もこ
のようなシンポジウム、オフ会、そ
して新設の「レッスン・シリーズ*」
など、現場の翻訳者・翻訳学習者
に本当に役に立つ、楽しい「場」を
提供していきたいと考えている。
予定については、「翻訳フォーラ
ムからのお知らせ」ウェブサイト
（fhonyaku.jp）をご参照いただき
たい。シンポジウムで使用した資
料も紹介している。

* 6月26日に「第1弾：辞書とコーパス1
日マスター」、7月31日に「第2弾：テ
ンスとアスペクト1000本ノックワーク
ショップ」を実施する。また、夏以降に
「アウトラインリーディング」、秋以降に
「用例分析」の各ワークショップも開催
予定。

http://nest.s194.xrea.com/lingua/
http://fhonyaku.jp
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今回のテーマは「ランダム化比
較試験報告のグローバルスタン
ダード」。CONSORT声明という、
ランダム化比較試験（RCT）報告、
特にRCTの結果を報告する論文の
質を高めるためのガイドラインに
ついてです。
グローバルスタンダードに目配

りしておかなければせっかくの翻
訳が門前払いされてしまうことが
ある、というお話なのですが、本
題に入る前に、投稿論文の翻訳の
際に必要な準備について、確認し
てみましょう。

日本語を英語にしたら
OK？

「投稿論文の翻訳をお願いしま
す」と依頼されたらまず何を準備
されますか？
著者の近著、同分野の英語論文、
対象疾患のガイドライン、用語集
など、翻訳開始前に準備するもの
はたくさんありますが、投稿論文
の翻訳準備の場合は、まず投稿先
を確認し、投稿規定を一読される
ことをお願いしたいと思います。
ジャーナルへの投稿を成功さ
せるために必要なのは、研究内容

の新奇性や英語の良し悪しだけで
はありません。ジャーナルが定め
ている投稿規定に従って原稿をエ
ディットしていくことも非常に重
要なプロセスだからです。
投稿規定では、原稿を作成する

ための細かい決まり（使用する
フォントの種類や行間など）や論
文の各セクションで報告すべき情
報（組み入れ基準、脱落例数、評価
項目、統計解析など）などが定め
られています。最近の傾向として、
著者倫理・出版倫理に関連する情
報の記載は必須です。
特に見落とせないのが文字数

の制限です。規定で記載を求めら
れる事項は山のようにあるのです
が、これらをすべて、定められた
制限字数内に収めるのが翻訳者さ
んの腕の見せ所。ここが守られて
いないと査読にすら回してもらえ
ません。
どう考えても制限字数内に収め

られそうにない場合は、事前に削
除してよい部分の候補をクライア
ントに確認することも必要になっ
てきます。
翻訳者さんは著者のパートナー。
気になることがあれば、翻訳作業
が終わってしまってからではな

く、作業中であっても確認してい
ただくことが重要です。

CONSORT声明

このように、とかく縛りの多い
投稿論文の翻訳ですが、投稿へ
のハードルをさらに上げるのが、
CONSORT声明への遵守を求める
ジャーナルの規定です。
国際的な医学ジャーナルの投稿
規定は、そのほとんどが国際医学
雑誌編集者会議（ICMJE）の定め
るRecommendationsをベースに
作成されています（http://www.

icmje.org/）。
このRecommendationsの中で、

RCTの報告の質を高めるために、
使用を推奨されているのが
CONSORT声明なのです。そのた
め、ICMJE加盟誌であるNEJM、
Lancet、JAMA、BMJなどのインパ
クトファクターの高いジャーナル
では、RCTの報告の際にCONSORT

のFlow ChartとChecklistを提出
することが投稿規定で定められて
います。

First submissions to The Lancet 

should include: Protocols 

and CONSORT details for 

randomized controlled trials.

（Lancet投稿規定記載例）

CONSORT とは Consolidated 

Standards of Reporting Trials（臨床
試験報告に関する統合基準）のこ
と。患者がどのように割り付けら
れ、何人がどのような理由で脱落
し、何人が解析されたのかという
患者フローを示すCONSORT Flow 

Chartと25項目のChecklist、さら
に、試験デザインの違いなどに対
応するために追加で作成された
Extensionsから構成されています。
（http://www.consort-statement.

org/）
次ページの表1にその一部を掲

載します。HPから全体をご覧いた
だいて、実際の論文と比較しなが
ら、情報をコンパクトにまとめる
表現を収集してみてください。

ランダム化比較試験報告の
グローバルスタンダード

株式会社アスカコーポレーション
営業部 QCシニアリンギスト

橘  尚 子

http://www.icmje.org/
http://www.icmje.org/
http://www.consort-statement.org/
http://www.consort-statement.org/
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株式会社アスカコーポレーション営業部QCシニアリン
ギスト
在宅チェッカー歴9年。チェッカー時代に様々な文書の
チェックを経験、主に投稿論文の投稿支援業務、臨床試
験登録業務、東洋医学関連の抄録英訳プロジェクトに長
く携わる。2016年より現職。

橘  尚 子
T a c h i b a n a  N a o k o

RCT報告の質

何故これほどまでに厳しい決ま
りを守ってRCTの論文は作成され
なければならないのでしょうか。
論文というものは最新の知見を
報告するものですが、中でもRCT

の報告は「エビデンスレベルが高
い」とされているため、現在行わ
れている診療実践を変えてしまう
可能性があるからなのです。
ところが、1990年代に行われた
いくつかの調査では、RCTの報告
の質が最適というには程遠いとい
うことが明らかとなり、その質を
改善するために1996年に最初の
CONSORT声明が開発されました。

CONSORTは実際の論文で使用
され、検証されながら改訂されて
きたものですので、どのような点
で論文が不完全になりがちか、と
いう点についても知ることがで
きます。2001年版のCONSORTで
「不完全で不正確なRCTの報告」と
してあげられているものの例には
次のようなものがあります。
•アウトカムの評価が盲検化され
ていたか記載がない

•サンプルサイズについて記載がない
•ランダム化の方法について報告
がない、など。
このような問題に対処するた
め、その後もCONSORT Checklist

を実際に使ってRCT報告の検証
と修正が続けられました。出来上
がった改良版が、現在公開されて
いるCONSORT Statement 2010で
す。

投稿先は必ず確認を

私たちが投稿支援業務に携わっ
ていて困るのは、「まだ投稿先を決
めていないのだが、とりあえず英
語にしておきたい」というご依頼
です。
本当であれば、このようなご依
頼はお受けしたくありません。な
ぜなら、ジャーナルによって字数
制限も図表の点数も、フォーマッ
トの方式も違うのに、単に英語に
置き換えただけでは、論文を投稿

する準備にはまったくならないか
らです。
このようなご依頼の場合、

CONSORTの存在など意識せずに
原稿が作成されていることも多い
ため、せっかく英語に翻訳したと
しても必要とされている情報が不
足していることが多く、CONSORT

への遵守を求めているジャーナル
には投稿できないこともあるので
す。
あまりにももったいないことだ

と思います。

論文の質は翻訳者には
関係ない？

論文の内容に関わることは著者
が気をつければよいことで、翻訳
者には関係ない、とお思いになら
れましたか？ 

論文のコアとなる部分に加え、
CONSORTで必要とされる25項
目の情報を、たった2500～3000

単語程度の中にまとめる。それ
は翻訳者さんが論文の形式や
CONSORTのようなガイドライン
に習熟し、これらの情報をどのよ
うに正確でコンパクトな表現で
まとめるか、という観点から表現
のストックをしておかなければ、
実現できないことです。もう一度
いいますが、翻訳者さんは著者の
パートナーなのです。翻訳中に
不足を見つけたら著者に知らせ、
最新の知見を、グローバルスタン
ダードを押さえながら発信する。
これも翻訳という仕事の醍醐味で
はないでしょうか。

明日の医療のために

診療ガイドラインについてのあ
るフォーラムに参加したとき、パ
ネリストのドクターが「昨日より
明日はもっとよい医療を患者さん
に届けたい。そのためにも新しい、
質の高いエビデンスを使いたい」
とおっしゃっていました。 

ある研究結果では、初回投稿の
リジェクト率は79%、その後の論
文を追跡したところ、アクセプト

されるまでに3～4年かかってい
たという報告もあります 1）。その
間、修正にじっくりつきあうのも
また翻訳者さんの大切な仕事で
す。
新しい、質の高いエビデンスを

もっともっとタイムリーに医療現
場に届けたい。そのために、翻訳
にできることはまだまだあるので
はないでしょうか。

Section/Topic Item 
No Checklist item

Title and abstract

1a Identification as a randomised trial in the title

1b
Structured summary of trial design, methods, 
results, and conclusions (for specific guidance 
see CONSORT for abstracts)

Introduction

Background 
and objectives

2a
Scientific background and explanation of 
rationale

2b Specific objectives or hypotheses

Methods

Trial design
3a

Description of trial design (such as parallel, 
factorial) including allocation ratio

3b
Important changes to methods after trial 
commencement (such as eligibility criteria), 
with reasons

Participants 4a Eligibility criteria for participants

4b
Settings and locations where the data were 
collected

Interventions

5

The interventions for each group with 
sufficient details to allow replication, 
including how and when they were actually 
administered

Outcomes
6a

Completely defined pre-specified primary 
and secondary outcome measures, including 
how and when they were assessed

6b
Any changes to trial outcomes after the trial 
commenced, with reasons

Sample size 7a How sample size was determined

7b
When applicable, explanation of any interim 
analyses and stopping guidelines

表1

1)  Schultz DM (2010). Rejection 
rates for journals publishing 
in the atmospheric sciences. 
Bulletin of the American 
Meteorological Society, 91(2), 
231-243.
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CATツール★超基本
いまさらながらの・・・

CAT

翻訳支援ツールは、翻訳メモリ・
用語集・機械翻訳を参照しながら、
翻訳を進めていくためのツールで
す。翻訳支援ツールで翻訳をする
と、翻訳メモリができます。翻訳メ
モリは、英語にするとTranslation 

Memory。よくTMと記されます。
（画面1）
中身は原文と翻訳文を対にした
分節単位の辞書のようなもので
す。過去の翻訳資産を翻訳メモリ
の形でデータベース化して翻訳時
に参考訳として参照することで、
今後の翻訳に生かすことができま
す。
連載第2回目の今回は、この翻

訳メモリについて、お伝えしてい
きたいと思います。

翻訳メモリと一致率

実は、翻訳メモリには業界標準
形式があります。TMX形式です。
Translation Memory eXchangeの
略です。多くの翻訳支援ツールは、
TMX形式で翻訳メモリをインポー
ト・エクスポートすることができ
ます。
つまり、TMX形式の翻訳メモリ

があれば、翻訳支援ツールを変え
ても翻訳メモリをご活用いただけ
る、ということになります。
翻訳メモリを使って翻訳を行う

場合、原文との一致率によって、
完全一致・あいまい一致 /ファジー
マッチ・マッチなしという3つの
パターンが存在します。一致率は、

原文と、翻訳メモリ内の原文がど
れぐらい似通っているかで算出さ
れます。
たとえば、「How to make apple 

pie:」が今回の原文だとして、翻訳
メモリ内にまったく同じ原文をも
つデータがあれば、100％一致と
なります。
翻訳メモリ内に「How to make 

perfect apple pie:」という原文が
あれば、あいまい一致となります。
あまり一致率が低い翻訳メモリ
は、むしろ修正する手間のほうが
大変になります。個々の状況によ
りますが、60～70％以上一致の
翻訳メモリであれば、翻訳に活用
できる場合が多いとされます。（画
面2）

最近はツールによって、コンテ
キストマッチ（101％マッチ）とい
う一致率も存在します。こちらは
前後の文脈まで含めて完全一致、
という考え方です。たとえばマ
ニュアルの改訂版の翻訳などに活
用できる一致率です。
ただ、いかに100％一致、または

101％一致であっても、翻訳メモ
リを流し込んだ後のチェックは必
要となります。というのも、そもそ
も翻訳メモリがあっているかどう
かの保証がないためです。
第1回目に書かせていただきま

したメモリの作成作業の話にもな
りますが、翻訳メモリができる工
程としては、主に次のふたつが考
えられます。

①  翻訳支援ツールを使用して翻
訳を行い、メモリを蓄積する

②  過去の翻訳資産をアライン作
業によってメモリ化する

①の場合、過去に誤訳が含まれ
ている可能性はあります。②の場
合は、これに加え、アラインミスな
どによって間違ったメモリができ
る可能性もあります。
こういった部分をとことんつき
つめて完璧な翻訳メモリを作る、
というのは理想的ですが、現実的
とはいえません。状況によります

第2回
翻訳メモリってどんなもの？

画面1：翻訳支援ツールの画面例

画面2：100％一致とあいまい一致表示例
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外資系医療機器の会社にて広報担当。突発的にWebデ
ザインを学び、翻訳学校に通った後、翻訳会社に転職。
トレーニング・サポートツール開発・業務フロー改善と
いった様々な角度からCATツールに携わる。
2015年8月よりMemsource Certi�ed Trainerとしてコ
ンサルティングサービス実施、 2016年2月より現職。
地元さいたまにて、「もう一度英語をやる」大人向け英
文法講座ものんびり楽しく開催中。
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Memsource Marketing Manager

CATツール★超基本
いまさらながらの・・・

CAT

が、メモリは完ぺきではないもの、
と想定されるほうが良いかと思い
ます。

翻訳メモリとタグ

翻訳メモリとの一致が100％で
あっても常に正しいとは限らな
い、ということに加え、たとえば
ある翻訳支援ツールでは一致率が
100％だったのに、他のツールで
は一致率が下がる、ということも
起こります。
考えられる原因はいくつかあり

ます。分節の区切れ目が変わるこ
と。ツールごとに解析のアルゴリ
ズムが異なること。そして、ツール
によって「タグ」が変わること。

タグは、翻訳支援ツールにとっ
て重要な要素です。「タグ」につい
てご存知ない方には分かりにくい
概念なので、こちらで、もう少し詳
しくお伝えします。

現在、多くの翻訳支援ツールで
は、オリジナルの原稿形式をXLIFF

形式に変換します。翻訳はXLIFF

形式の原稿で進めていくことにな
ります。
オリジナル原稿のフォーマット
情報は「タグ（内部タグ）」という
形で保持されます。
翻訳支援ツールは、Microsoft 

O�ce形式のファイル・Adobe系
ファイル他、様々な元原稿を扱い
ます。その際、元の原稿の書式・リ
ンク情報等は、タグ化してしまう
ことで、効率的に保持できます。
たとえば、下記のような原稿が

あったとします。

（ハイパーリンクのついた原稿）
 

「this simple recipe」には、ハイ
パーリンクがついています。この
原稿を翻訳支援ツールに読み込む
と、このハイパーリンク箇所が「タ
グ」となります。

（ツールに読込んだときの例）
 

通常、翻訳時に原文と対応する
訳文箇所に、タグを反映させます。

（ツール上でのタグの反映例）
 

すると、元のファイル形式に戻
した際、タグで囲んだ箇所にきち
んと元の書式情報（ハイパーリン
ク）がつきます。

（翻訳後の表示）
 

翻訳支援ツールを使った翻訳ま
たは校正中に、「タグ」を正しく訳
文に反映させることで、元の原稿
形式に戻した後の処理が楽になり
ます。

さいごに

今回は翻訳メモリのお話をさせ
ていただきました。
翻訳メモリは原文との一致率に

よって、ご活用いただける度合い
が異なります。ですが100％の一
致率であっても、必ずしも翻訳の
時間が短縮されるとはいえないこ
ともあります。反対に、一致率が
低い場合でも、翻訳作業がかなり
効率化される場合もあります。
さらに翻訳メモリの業界標準形
式はありますが、タグの扱いの違
いなどにより、すべての翻訳支援
ツールで同じ一致率となるわけで
はありません。
翻訳メモリは、こういったポイ

ントをふまえていただいてご活用
いただくと良いかと思います。

理想をいいますと、常に最新の
情報を反映した品質の高い翻訳メ
モリを、翻訳プロジェクトに携わ
る全員で共有していくことだと思
います。
ただ、品質の高い翻訳メモリを
維持していこうとすると、運用方
法を考える必要がでてきます。た
とえば翻訳に対するフィードバッ
クがあった場合、その結果を常に
メモリに反映していくためのフ
ローも必要になります。
個人的には、すべての翻訳メモ

リに対して高い品質を維持するよ
り、ある程度は割り切っていただ
くほうが現実的だと思います。そ
して翻訳メモリの一致率にかかわ
らず、「人が確認する・修正する」と
いう部分は大事なポイントだと感
じます。

http://blog.memsource.com/ja/
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英英辞典のなかでも、「（非英語
圏の）英語学習者のために作られ
た英英辞典」は、翻訳者にとって
も非常にありがたく頼もしい存在
です。そのうちでも特に世間一般
に広く知られており、翻訳者の間
でも定評があるのは、以下の3タ
イトルでしょう。
●  Oxford Advanced Learner's 

Dictionary（以下、OALD）
●  Collins COBUILD Advanced 

Learner's English Dictionary（以
下、COBUILD）

●  Longman Dictionary of 

Contemporary English（以下、
LDOCE）
今回からしばらくは、この3大

学習英英辞典を、この順序で紹介
していくことにします。

OALDを最初に取り上げるのに
は理由があります。学習英英辞典
のなかでは最も古い歴史を持って
いること、日本と深い関係がある
こと、学習用として大切な特性を
いくつも備えていることです。も
ちろん、後発のCOBUILDのほう
が語義の書き方がもっとわかり
やすいという好みの問題もある
でしょうし、新語や術語（たとえ
ばstartup、carbonなど）になると

LDOCEの語釈のほうが適切とい
う意見もあります。語義の説明に
使われるのは、OALDが基本3,000

語、LDOCEが基本2,000語です。
OALDのほうが語彙が多いぶん語
釈が端的に（ときにはぶっきらぼ
うに）感じられ、LDOCEのほうが
語彙が少ないぶん説明が丁寧に感
じられるかもしれません。

さて、現在ふつうに入手できる
OALDは、第8版（2010年）か第9

版（2015年）です。英語版も購入
できますが、『オックスフォード現
代英英辞典』というタイトルで旺
文社が販売しているDVD-ROM付
きの製品がおすすめです（という
より、AmazonなどでもDVD-ROM

付き海外版はなかなか見つからな
いようです）。内容は英語版と変わ
りません。そして、旺文社は日本
人ユーザー向けに「OALD8 活用
ガイド」または「OALD9 活用ガイ
ド」という小冊子を独自に制作し、
公開しています。OALDを活用す
るうえで必要な情報が詳しく書か
れているので、これを必ず入手し
てください（無料でダウンロード
できます）。筆者が違うため解説の
アプローチもけっこう違うので、

製品そのものは第8版か第9版の
どちらかしか持っていなくても、
このガイドは両方読んでおくとい
いでしょう。特に「OALD9 活用ガ
イド」のほうには、OALDに限ら
ず辞書を引くうえで重要な考え方
（pp.12～19）が丁寧に解説されて
います。その一部だけ引用します。

OALD9のように見出し語がア
ルファベット順に並んでいる辞書
は、基本的には読むための辞書だ。
普段何気なく行っているが、実は
辞書検索は高度で複雑な知的プロ
セスだ。辞書学の大家ラインハー
ト・ハートマン教授は、辞書検索過
程を下の7つのステップに分けて
いる。
① 問題の認識
② 問題となる語の特定
③ 辞書の選択
④ 見出し語の選択
⑤ 語義の選択
⑥ 有用な情報の抽出
⑦ 情報の活用
（Hartmann 2001: 89-92）
辞書の検索がうまくいった場合

は、この7 段階を無意識のうちに
もクリアしているはずだ。

辞書本体は、DVD-ROMのデー
タをすべてインストールし、独
立したアプリケーションとして
使います。ただし、第8版だけは
辞書ブラウザLogophile（http://

dicwizard.jp/logophile/）に登録
できるので、他の辞書と一緒に串
刺し検索（複数の辞書を一括で検
索）することが可能です。

左が第8版、右が第9版です。
旺文社が販売していると書きまし
たが、実はこの辞書にも、前回の
Wesbterほどではありませんが、
ちょっとややこしい歴史があります。

第2回
「ホーンビー博士のOALD」

http://dicwizard.jp/logophile/
http://dicwizard.jp/logophile/
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CG以前の特撮と帽子をこよなく愛する実務翻訳者。翻
訳学校講師。学習塾講師と雑多翻訳の二足のわらじ生
活を約10年、ローカライズ系翻訳会社の社内翻訳者生
活を約8年経たのち、2007年にフリーランスに。現在は
IT・テクニカル文書全般の翻訳を手がけつつ、翻訳学校
や各種SNSの翻訳者コミュニティに出没。最近は、翻訳
者が使う辞書環境の研究が個人的なテーマになってい
る。
ブログ「禿頭帽子屋の独語妄言」
http://baldhatter.txt-nifty.com/trados/

高 橋  聡
T a k a h a s h i  A k i r a

たとえばcarpは"large fresh water 

�sh that lives in lakes and ponds"

だけでもの足りないと書かれてい
ます。
開拓社版でも旺文社版でも、付
属の小冊子にこれだけ力が注がれ
ているという点は、注目に値しま
す。OALD（またはOALDCE）が、
日本の英語学習者にとってそれだ
け重要な存在だったという証拠で
しょう。

なお、英語学習者向けの英英
辞典は、いずれもオンラインのリ
ソースが充実しているという特徴
があります。しかもそれを無料で
使えます。OALDの場合は、http://

www.oxfordlearnersdictionaries.

com/です。

この辞書の最初の編者は、A. S. 

Hornbyというイギリス人の言語
学者です。Hornby博士は、大正か
ら戦前にかけて日本の旧制高校・
大学で英語を教えていました。そ
のとき「日本人学生は動詞の使い
方・冠詞・名詞の単複の問題など
に誤りが多いことに気づい」たた
めに（リーフレットより引用、後
述）、辞書を執筆することになった
といいます。初版は、太平洋戦争
中の1942年に開拓社から出版さ
れました。このときのタイトルは
Idiomatic and Syntactic English 

Dictionaryといい、ISEDと略称さ
れます。
私たちが今これほどお世話に

なっている英英辞典の祖が、英語
を敵性語とみなしていた先の大戦
中に出版されていたというのは、
なかなか興味深い事実です。初版
の原稿は、かなり苦労して英国に
持ち込まれたのだそうです（博士
自身も42年に帰国）。
その後は、辞書の版権がオック
スフォード大学出版局に移り、改
訂のたびに少しずつ名前を変え
ていきます。初版（1948年）が
Learner's Dictionary of Current 

English（LDCE）、第2版（1963年）
がAdvanced Learner's Dictionary 

of Current English（ALDCE）。そし
て第3版（1974年）で、大改訂にあ
わせてOxford Advanced Learner's 

Dictionary of Current English

（OALDCE）となり、最終的に今
の Oxford Advanced Learner's 

Dictionary（OALD）に落ち着きま
す。
おもしろいことに、1942年に出
た ISEDは、なんと当時の内容のま
ま今でも、『新英英大辞典』という
名前で開拓社から販売されていま
す。名前こそ大辞典ですが、今の
OALDより少ない、たった1,000の
基本語彙で使えるというのが特徴
です。また、OALDCEという名前に
なってからも、ある時期まで『オッ
クスフォード現代英英辞典』は開
拓社から販売されていました。

左が ISED（新英英大辞典）、右が
OALDCE時代に開拓社から出てい
た『現代英英辞典』です。今、一定
年齢以上の方なら、学生のころ、
このどちらかの開拓社版を愛用
した人が多いのではないでしょう
か。
先ほど「リーフレットより引用」

と書いた部分は、私の手元にある
開拓社版OALDCEに付属している
「使用の手引書」から抜粋しまし
た。このリーフレットでは、OALD

の歴史と特色を語ったあとで、動
詞型（このころのOALDCEでは、動
詞が文型によって25のタイプに
分類されていた）、本文で使われる
ラベルなどが説明されています。
"Idiomatic and Syntactic"という
オリジナルのタイトルに言及した
うえで、イディオムの見方につい
ても解説してあります。また、今
では、学習英語辞典で定番となっ
ている名詞の可算・不可算、［C］と
［U］の表記が、実は ISEDでHornby

博士が使い始めた画期的な工夫
だったこともわかります。
ただし、かつての動詞25分類

は、表でいちいち確認しなければ
らないので、実はなかなか面倒な
ものでした。たとえば、suggestを
引くと、手元の紙版には［VP6A, C, 

9, 10, 14］などと書いてあります。
最近のOALDでは、
suggest something (to somebody)

suggest itself (to somebody)

suggest (that)

suggest doing something

などのように書いてあり、ずっと
わかりやすくなっています。
このリーフレットを読み返して
みて感心したのは、最後に「学習英
英辞典」に載っている情報の限界
も説かれていたことです。たとえ
ば、百科項目であるLabour Partyの
説明などは必要にして十分だが、

辞書ブラウザでのノウハウ：
ちなみに、ここで例に挙げたLabour Partyですが、ア

プリケーション版で検索する場合には "Labour Party"と
入力すればヒットします。一方、辞書ブラウザLogophile

では「前方検索」ではなく「後方検索」にしないとヒット
しません。見出しが "the Labour Party"だからです。ア
プリケーションや電子辞書端末では、このような場合に
「冠詞を無視する」機能がはたらくのでしょう。しかし、

Logophileにはそういう機能がないため、「後方検索」が必
要になるわけです。

http://baldhatter.txt-nifty.com/trados/
http://www.oxfordlearnersdictionaries.com/
http://www.oxfordlearnersdictionaries.com/
http://www.oxfordlearnersdictionaries.com/
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今年度から執筆させていただ
いている規格シリーズ。今回は、
ISO17100の認証取得を考えてい
る翻訳サービス提供者向けに、審
査の流れをお伝えします。

審査日数は拠点と
分野の数が影響する！

認証取得を検討する際に最も気
になるのは審査当日のことではな
いでしょうか。審査日数は、会社の
規模よりも拠点や取扱い分野の数
に左右されます。
弊社の場合、大阪、東京、名古屋

の3箇所に拠点があり、特許、工
業、医薬、金融の4分野を扱ってい
ます。従業員数は約400名、フリー
ランス翻訳者の登録は約4300名
です。このような状況で、審査は
1.5日間にわたって行われました
（詳しくは表を参照）。審査日や開
始時刻は審査機関と相談しなが
ら、審査の約1か月前に決定され
ます。
弊社の場合、翻訳者の登録手続

きや管理は東京の1拠点に集約さ
れており、翻訳プロセスも3拠点4

分野で統一され、同じ受注発注シ
ステムで管理しています。これら

の説明が1回で済んだこと、また、
テレビ会議で他拠点とつなぐ環境
を用意できたことから、審査時間
を大幅に短縮することができまし
た。

実際の審査時間は
意外と短い？

審査期間中ずっと審査が行われ
ているわけではありません。説明
の時間、昼食や審査員だけで報告
書をまとめる時間も含まれていま
すから、本当の意味で緊張しなが
ら審査を受ける時間は、翻訳者、
バイリンガルチェック担当者、プ
ロジェクトマネージャーの力量評
価部分（箇条3）で90分、サンプ
リングによる翻訳プロセス（箇条
4～6）のエビデンス確認で90分、
合計180分程度です。分野が追加
されるごとに90分を足せばおお
よその時間が分かります。

審査員の人数は？

弊社には、審査員はチームリー
ダーとチームメンバーの2名がい
らっしゃいました。2日目、審査員
が一人ずつ分かれて2分野のサン

プリング審査を同時に行いまし
た。分野が1つであれば審査員1

名ということも十分に考えられま
す。複数分野のサンプリング審査
を同時に行う場合、部屋を2室用
意しなければなりませんのでご注
意ください。

審査の流れは？

【初回会議】

初日の冒頭には「初回会議」と
称されるものがあります。「審査で
使う言語は日本語です」といった
基本的な審査の説明が多いので、
参加者は最低限の人数に絞るとよ
いでしょう。

　
【対象組織等の確認】

初回会議後は、事前に提出した
調査書に基づいて、対象の拠点、
分野、言語方向の確認があります。
弊社の場合、この時間を活用して
全社で共通して使用している受注
発注システム、社内グループウェ
ア、翻訳支援ツールをプロジェク
ターに投影してご紹介しました。
審査をより円滑に進めるために、
組織図や業務マニュアルをお見せ
するのも有効だと思います。パソ
コンやデータの管理を1つの専門
部署が一括管理している場合は、
そういったこともこの場で伝えて
おくとよいでしょう。

【箇条3の確認】

さて、ここからが本格的な審査
です。1時間半をかけて箇条3（翻
訳者、バイリンガルチェック担当
者、プロジェクトマネージャー等
の登録手順や力量評価）の確認が
行われます。
翻訳者の募集から登録までの流

れを説明すると同時に、トライアル
の問題や模範解答、採点ポイント、
評価シートをお見せします。評価
シートには当然、ISOで要求されて
いる力量が盛り込まれていなけれ
ばなりません。翻訳者全員が ISO適
合者ではない場合、どのように区
別しているかの説明も必要です。
翻訳者だけでなく、バイリンガ

ISO17100の審査の
概要と流れ
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株式会社翻訳センター 品質管理推進部 部長
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兵庫県出身。神戸市外国語大学イスパニア語学科を卒
業後、貿易会社での勤務を経て、（株）翻訳センターに
入社。メディカル分野のチェッカーとして 約10年間の経
験を積んだ後、2012年以降は社内の品質管理責任者と
して全社的な仕組みづくりを担う一方で、日本翻訳連盟
の会員企業の一員とし て ISOの国際標準化活動（特に
翻訳サービスに関する国際規格 ISO17100の策定）に携
わっている。

田嶌  奈々
T a j i m a  N a n a

ルチェック担当者やプロジェクト
マネージャーについても同様のこ
とがいえます。
特にプロジェクトマネージャー

については、規格文書に具体的な
要求事項が記載されていませんの
で、自社でどのように解釈し、どの
ようなルールで適合判定している
のかを説明できるようにしておき
ましょう。少なくとも判定基準は
文書化しておく必要があります。

【審査結果の中間確認】

審査が2日間に及ぶ場合、初日
の最後に、それまでの審査で検出
された課題を共有していただけま
す。また、どの案件で箇条4～6の
エビデンス確認がされるのか、こ
の場で決定されます。分野・言語
方向ごとに1案件ずつ選ばれます
ので、分野、言語方向、文書名、受
注日、納品日などを記載した ISO

適合案件リストを準備しておきま
しょう。すべての審査が同日に行
われる場合、エビデンスがすぐに
取り出せるよう事前に準備してお
く必要があります。

【箇条4～6の確認】

ここからは、箇条4～6の確認
です。選ばれた案件について1時
間半をかけてエビデンス書類を見
せながら遵守状況を証明します。
まず、担当したプロジェクトマ
ネージャーが案件の概要を説明し
ます。お客様は誰で（初めてのお
客様か常連様か）、どのように依頼
があったか（メールか電話か）、い
つ正式に発注になって、いつ納品
したか等を説明をします。
審査員が適宜「お客様から依頼

があったときのメールを見せてく
ださい」とか、「翻訳者をどのよう
に選定したか説明してください」
といった質問をしますので、都度
対応します。該当の翻訳者やバイ
リンガルチェック担当者がいつ登
録されたのか、登録時のトライア
ルの結果はどうであったか、実績
はどのくらいあるのか、大学卒業
資格はあるのか、細かく確認され
ます。

【検出課題の確認、終了会議等】

箇条4～6の確認が終れば、審
査は終了したも同然です。検出さ
れた課題があれば、終了会議を待
たずに口頭で共有していただけま
すが、異論があればその場で率直
にお伝えして構いません。

審査を受ける際の心構え

審査を受ける際、どうしても合
格したいという気持ちから、実際
以上に良く見せたくなるものです
が、ありのままを正直に説明して
ください。そうすることで、プレッ
シャーが一気に和らぎます。審査
員は決して意地悪をして不合格に
するために審査にきているわけで
はありません。不安な点があれば、
どうすれば合格水準に達すること
ができるのかアドバイスをいただ

けるかもしれません。相談に乗っ
てもらうようなつもりで審査に臨
みましょう。

審査1日目

審査2日目

13:00-13:20
（20分）

13:20-15:00
（100分）

15:00-16:30
（90分）

16:30-17:00
（30分）

時間

9:30-11:00
（90分）

11:00-12:30
（90分）

12:30-13:30
（60分）

13:30-14:00
（30分）

14:00-14:30
（30分）

14:30-15:30
（60分）

15:30-16:00
（30分）

初回会議

対象範囲等の確認

箇条3の確認

審査結果の確認

昼食

検出課題の確認

経営者との面談

審査のまとめ

終了会議

時間

審査員1 審査員2

箇条4～6の確認
（分野A）

箇条4～6の確認
（分野B）

箇条4～6の確認
（分野C）

箇条4～6の確認
（分野D）

審査員1 審査員2

開始宣言のようなもの。名刺交換はありませんので、初回会議
と終了会議の出席者リストを事前に準備してお渡しします。

事前調査書の内容が再確認されます。調査書の内容を把握さ
れている人が同席しましょう。不安な点があれば、この時間を
使って相談してみてください。

いよいよ審査の開始です。翻訳者、バイリンガルチェック担当
者、プロジェクトマネージャーの評価基準や方法を説明します。
トライアル問題や模範解答を用意しておきましょう。

当日検出された課題を教えていただきます。また、箇条4～6は
実際の案件（プロジェクト）を使っての審査になりますので、案
件の選定が行われます。案件のリストも準備しておきましょう。

箇条4～6は全て実際の案件を見ながらの審査です。エビデン
ス類（クライアントや翻訳者とのメールや受注発注システムの
画面）を予め用意しておきます。分野につき約90分かかります。

審査中に見つかった課題を共有します。この場で共有した内
容が報告書に記載されます。

経営者と審査員が面談できる時間が設けられています。経営
者の参加が難しい場合は審査機関に申し出てみてください。

審査員だけで報告書をまとめる時間です。

既に共有した課題が報告書に間違いなく反映されているかを
審査員と共に確認して審査は終了です。

参考：審査の流れと時間割（例）
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翻訳品質の
ランチボックス
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Garvinの5分類の関係

連載第1回でGarvinの5分類を
紹介しました。翻訳業界で「品質」
が意味するところは多様ですが、
これを使えばさまざまな立場を分
類し、議論の共通基盤にできます。
Garvin（注1）によると、品質の定義の
ほとんどはこのいずれかに入るそ
うです。しかし1つの定義のみを
用いると問題が生じるとも述べて
います。Garvinは製造業における

例を挙げ、製品が設計段階から販
売段階まで移るのに合わせて品質
の定義を変えなければならないと
しています。例えば、市場調査では
ユーザーベース、それをプロダク
トベースの特性に変換し、そこか
ら仕様を作って製造では生産ベー
スを用いるといった具合です。
段階に応じて異なる定義を使

うべきだという考え方は分かりま
した。しかし5つは複雑にからみ
合っていて、どのような関係にあ

るのか分かりにくい状態です。そ
こで、まずこの5つの関係を筆者
なりに整理してみます。品質評価
アプローチ全体の「枠組み」だと
言えるでしょう。以下の図をご覧
ください。

超越的

まず、中央上部に超越的アプ
ローチ（赤の角丸四角形）があり
ます。図左端の「評価対象の翻訳
成果物」に向けて実線矢印が引か
れており、「言語専門家による主観
的評価」とあります。具体的には、
批評家が小説や映画の翻訳につい
て評論するケース、あるいは翻訳
学校で教師が生徒の訳文を評価
するケースなどがあり得るでしょ
う。主観的とありますが、決して悪
い意味ではありません。長年の経
験や独自の感性に基づく判断は重
要です。この角丸四角形からは下
の「プロダクトベース」に点線矢
印が伸びています。これは超越的
アプローチのうち、比較的客観性
の高い指標にできる部分がプロダ
クトベースの評価に変換されると
いう意味です。

ユーザーベース

次に、図中央下部のユーザー
ベース（緑の角丸四角形）です。
左向きの実線矢印に「エンドユー
ザーによる主観的評価」とありま
す。例えばユーザーが海外ゲーム
の翻訳について感想を掲示板に書
き込むケースなどが考えられるで
しょう。こちらも主観的ですが、実
際の読者がどういう印象を持った
のかという情報には価値がありま
す。超越的と同様、点線矢印がプ
ロダクトベースに伸びています。
例えばユーザビリティー評価のよ
うな指標に変換できる部分です。
また、ユーザーベースは翻訳の
「消費側」（最終読者側）からの評価
であり、ほかの4つは翻訳会社や
クライアントなど翻訳の「生産側」
からの評価と言えます。

プロダクトベース

続いてプロダクトベース（図中

翻訳の「品質」とは（2）

Garvinの5分類に基づく翻訳品質評価アプローチの関係図（2016年5月版）

評
価
対
象
の
翻
訳
成
果
物

超越的

ユーザー
ベース

プロダクト
ベース

価値
ベース

・エラー評価
・流暢さ
・正確さ
・スタイル違反 …

…

・ユーザビリティー評価
・リーダビリティー評価
…

超越的アプロー
チで客観指標に
できる部分

ユーザーベー
ス・アプローチ
で客観指標に
できる部分

言語専門家による主観的評価

エンドユーザーによる主観的評価

「費用」による評
価の相対化

生産
ベース

どの評価手
法を用いる
かなど上位
レベルで関
係者どうし
が合意。こ
れが「仕
様」に

客観指
標によ
る評価

消費側
の評価

生産側
の評価

・法的要件
…
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合同会社グローバリゼーションデザイン研究所代表社
員。TAUS Representative、JTF標準スタイルガイド検
討委員も務める。情報システム学修士（専門職）。著
書『アプリケーションをつくる英語』で第4回ブクログ
大賞（電子書籍部門）を受賞。雑誌記事に「Learning 
localization in context」（MultiLingual誌 2013年12月
号）など。趣味はジャズ鑑賞とアニメ鑑賞。

西野  竜太郎
N i s h i n o  R y u t a r o

央の紫の角丸四角形）です。前述
のように、超越的とユーザーベー
スのアプローチで比較的客観的
に指標化できる部分がプロダク
トベースの特性に変換されます。
超越的アプローチからの特性は、
エラー評価が典型的でしょう。エ
ラー評価とは一般的に、誤訳、ス
タイルガイド違反、用語集違反な
どがあればマークし、それぞれに
重大度で点数を付ける方法です。
合計点数が一定の値を超えると不
合格などの判断を下します。数値
として測れるためプロダクトベー
スの一方法だと考えられます。
超越的やユーザーベース以外か

らも、プロダクトベースの特性は
導き出せそうです。例えば医薬関
連の翻訳文書が現地の法的要件
を満たしているか否かを評価する
ケースです。このようにプロダク
トベースでは、ある程度の客観性
がある指標を用いて翻訳成果物を
評価します。

価値ベース

上記の超越的、ユーザーベース、
およびプロダクトベースという3

つのアプローチでは、翻訳成果物
を直接的に評価します。しかし価
値ベース（図中央右のオレンジの
角丸四角形）では直接的には評価
しません。かかる費用に対して便
益が大きいのか小さいのかで評価
します。つまり費用という視点で
品質を相対化するのです。そのた
め、図では直接に評価対象の翻訳
成果物に線がつながっておらず、
相対化対象の3つに点線が引かれ
ています。

生産ベース

最後に図右上にある生産ベース
（青の角丸四角形）で、関係者間で
合意した仕様や要件をどの程度満
たしているかで品質を測ります。
仕様では、どの評価方法（例：プ
ロダクトベースのエラー評価）を
用いるのか、検収時のしきい値は

いくつか、費用はどうするのか、と
いった点で合意します。生産ベー
スも直接的に翻訳成果物を評価す
るわけではありません。生産ベー
スではほかの4つのうち、何をど
のように用いるのか、上位レベル
で仕様として規定するのです。そ
のため、図では生産ベースの点線
がほかの4つを囲んでいます。

どの評価方法を
いつ使うか

冒頭で述べたようにGarvinは、
市場調査段階でユーザーベース、
それをプロダクトベースの特性に
変換し、そこから仕様を作り製造
段階で生産ベースを使うという製
造業の例を挙げています。翻訳業
界でも同様の方法が使えるでしょ
う。具体例を示してみます。まず
翻訳者のような言語専門家が普
段主観的に判断している部分をプ
ロダクトベースの特性に変換しま
す。典型的にはエラーの分類や重
大度の設定です。エラー分類は一
から作るのではなく、業界のもの
（LISA QAモデ ル、DQF、MQMな
ど）も利用できます。場合によっ
てはユーザー調査結果からプロダ
クトベースの特性を作成してもよ
いでしょう。次に、そのプロダクト
ベースの指標のうちでどれを用い
て翻訳成果物を評価するのか、し
きい値はどうするのか、仕様化し
て関係者間で合意します。最終的
にはこの仕様を満たしているかど
うかで品質を評価します。

ビジネスでは生産ベース

上記の例では、仕様を満たして
いるかどうかが最終的な判断基準
であるとしています。生産ベース
の評価方法です。複数の事業者が
関わるビジネスの場面では、やは
りこの生産ベースを用いるべきだ
と筆者は考えます。ビジネスでは
どうしても経済的な利害関係が生

まれます。例えばクライアントの
言語専門家による評価は大事です
が、その判断が毎回揺らいで修正
を求められると翻訳会社は困るで
しょう。また翻訳者の場合、翻訳
会社から短納期で納品を求められ
たのに、後で「ミスが多すぎる」と
低評価を下されたら信用にも関
わってきます。どの評価手法（例：
プロダクトベースのエラー評価）
を用いるか、短納期による品質低
下はどの程度許容するのかなど、
まずあらかじめ評価の枠組み自体
を上位レベルで合意する必要があ
ります。その後、プロダクトベー
スなどで直接的に翻訳成果物を評
価します。実際、ASTM F2575や
MQMなど海外のいくつかの品質
基準では生産ベースが採用されて
おり、「翻訳品質とは仕様を満たす
程度である」と定義されています。
もちろんビジネス以外の場面で
は、生産ベースの仕様を作成する
ことなく、例えば超越的アプロー
チですぐに評価しても問題はない
でしょう。

今回はGarvinの5分類を整理
し、関係図として提示しました。こ
の図は品質評価アプローチ全体の
枠組みだと言えるでしょう。ただ
しあくまで枠組みであるため、ど
う品質改善に活かせるかといった
点には触れていません。次回から
はエラー評価を中心に、具体的な
品質評価手法について見ていきま
す。

注1：  Garvin, D. A. (1984). What Does “Product Quality” Really Mean? Sloan 
Management Review.



24

W新 田  順 也
ブログ 「みんなのワードマクロ」 管理人

翻訳者のための
Word

入門
再

DOC

DOC

#284 2016 07/08

作業の効率化のため、日常の繰
り返し作業を簡単に実行する仕組
みを作ります。これがWordやパソ
コンの設定変更です。本連載では、
設定変更のことをチューニングと
呼びます。このチューニングでは、
「蓄積」、「修正」、「自動化」に注目
します。まず、チューニングの一般
的な考え方を説明し、次にWord

やパソコンでの応用方法を紹介し
ます。

蓄積する

情報を蓄積する癖をつけると、
繰り返し作業の効率化がしやすく
なります。一般的な情報の蓄積手
段として、メモ帳、ブラウザのブッ
クマーク、IMEやATOKのユーザー
辞書登録、Evernoteなどがありま
す。
たとえば、ショートカットキー

をメモ帳にまとめてもいいと思い
ますし、付箋紙に書き出してモニ
ターに貼り付けてもいいですね。
メモしやすさと使いやすさを考慮
して手段を選びます。「後で修正す
ればいいので、とりあえず情報を
ためる」というスタンスで蓄積を
始めたらよいと思います。

なお、Evernoteは情報を分類し
て蓄積できる無料ツールです。こ
の手のツールの使い方にはコツが
あります。特定の使い方を想定し
て作られているからです。そのた
め、直感だけを頼りにして使いこ
なすのは難しい場合があります。
まずは書籍やネット記事を参考に
して、他の人の使い方を真似する
ことをお勧めします。

修正する

蓄積した情報を必要に応じて
修正します。調べものの作業工程
や翻訳のチェック工程を書き留め
ておけば、毎回同じ作業をもれな
く実行できます。作業工程は目的
や経験に応じて変わりますから、
時々修正が必要だと思います。
修正のために、蓄積した情報を

探し出す仕組みも必要です。この
点も考慮して、必要なときには蓄
積手段自体を変更するのもいいと
思います。

自動化する

蓄積した情報を自動で実行す
る仕組みがあると便利です。私は

この観点からWordマクロを開発
しています。たとえば、Wordから
Web検索を自動化する「右クリッ
クでGoogle！」（フリーウェア）
は、検索コマンドを蓄積し自動的
に呼び出す仕組みそのものです。

Wordやパソコンが
提供する仕組み

このチューニングの考え方を
Wordやパソコンで使います。情
報の蓄積と自動化（呼び出し）に
は、「ピン留め」機能が役立ちま
す。Windows OSやO�ce製品に
は「ピン留め」の仕組みがあり、共
通の考え方でチューニングでき
ます。考え方を理解すれば、異な
るバージョンのO�ce製品や他の
アプリケーションでも応用できま
す。チューニングに慣れてくると、
「ピン留め」以外の新しい仕組みを
予測しながら自分で探せるように
なります。まずは「ピン留め」から
始めましょう。

ファイル・フォルダに
アクセス

よく使うファイルやフォルダに
素速くアクセスするために、「ピン
留め」機能を使います。「最近使用
したファイル（フォルダ）」を「ピ
ン留め」で整理してみましょう。

Word 2010以降で採用されてい
るBackstageビューで説明します。
Backstageビューは、［ファイル］
タブをクリックすると表示されま
す。Word 2010では、［最近使用し
たファイル］という項目があり、
ここにファイルやフォルダが時系
列で表示されます。ファイル名や
フォルダ名をクリックして開きま
す。（画面1）

Word 2013でも同じことができ
ます。［開く］の項目に［最近使っ
た文書］と［コンピューター］と
いう項目があります。これにより、
ファイルとフォルダの一覧表示を
切替えます。[Ctrl] + [O]でこの画
面を表示できます。（画面2, 3）

 

Wordをチューニングする
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特許翻訳者、Wordアドイン開発者、Wordのセミナー講
師。エンジニアリング会社、特許事務所を経て独立。ブ
ログで数百のWordマクロを公開。翻訳をする傍ら、翻
訳会社、マニュアル制作会社、電機メーカー、特許事務
所等々のクライアントにWordのカスタマイズやWord
マクロ活用のコンサルティングを実施。2011年から毎
年Microsoft MVPをWord部門で受賞。代表ソフトは、
Wordで動く翻訳チェックソフト「色deチェック」。

■ブログ「みんなのワードマクロ」
　http://ameblo.jp/gidgeerock/

新 田  順 也
N i t t a  J u n y a

ピン留めで表示項目を
管理する

一覧表示されているファイルや
フォルダの項目の右端に「ピン」
が見えますか？ここをクリックす
ると、ピンが刺さり、項目が一覧の
上側に固定されます。これが「ピ
ン留め」の効果です。よく使うファ
イルやフォルダを固定して常時表
示させるのです。固定を解除する
場合には、再度ピンをクリックし
ます。
この「ピン留め」の考え方は、

Windows 7で導入されたジャンプ
リストでも使えます。画面下にあ
る「タスクバー」に表示されたア
プリケーションのアイコン上で右
クリックします。以下のように、最
近使ったファイルの一覧が表示さ
れます。

さらにファイル名にカーソルを
合わせると、右端に「ピン」が表示
されるのです。

もう予測がつきますね。この
ジャンプリストにもファイル名
を「ピン留め」できるのです。
Windowsのバージョンにより表

示や呼び方が異なりますが、考え
方は同じです。Wordに限らず、
Windowsの他のアプリケーション
で「ピン留め」機能を探してみて
ください。
たとえば、ブラウザにも「ピン」

があります。「ピン留め」できる項
目はアプリケーションにより異な
ります。様々な場所で「右クリッ
ク」して試してみてください。「あ
あ、なるほど…」という発見があ
りますよ。新しい発想に触れると、
パソコンのチューニングがもっと
楽しくなると思います。（画面4）

エクスプローラーの
機能を活用

エクスプローラーの左側の「ナ
ビゲーションウィンドウ」に表示
される、「お気に入り」、「ライブラ
リ」、「クイックアクセス」をご存知
ですか。いずれも、パソコン内に
散らばったフォルダやファイルを
仮想的に（つまり、移動せずに）特
定のフォルダ内で管理する仕組み
です。（画面5）
この機能は徐々に進化してきて
おり、Windows 10の「クイックア
クセス」では「ピン留め」も使えま
す。興味のある方はネットや書籍
で使い方を調べてみてください。

不要なファイルや
フォルダを閉じる

以上のように、ファイルやフォ
ルダに素速くアクセスする方法が
分かりました。あとは閉じる方法
です。万能なショートカットキー
は [Alt] + [F4]です。これは、ウィン
ドウを閉じるショートカットキー
です。ファイルのみならずアプリ
ケーションやパソコンも終了でき
ます。現在開かれているファイル
やブラウザのタブを閉じる場合に
は、[Ctrl] + [W]を使ってみてくだ
さい。

画面1：Word 2010

画面3：Word 2013　コンピューター

画面2：Word 2013　最近使った文書

画面4：Firefoxの新しい
タブを開いた状態

画面5：Windows 10のエクスプローラー

http://ameblo.jp/gidgeerock/
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第2回
xmlとワード文書（リッチテキスト）

</claim-text>
</claim>
以下　請求項2～請求項18省略
</claims>

のように構造タグ<claims>で
始まり、</claims>までの範囲が
該当します。そして第1クレーム
は構造タグ<claim id="CLM-00001" 

num="00001">で識別されます。こ
の下位の構造タグとして、<claim-

text>タグがあり、第1クレームの
構成要素を区切ったり、構成要素
間の階層関係（<claim-text>タグ
のネスト関係から上位下位関係は
無限に作れます）を指定すること
ができます。特許情報検索システ
ムで表示される外国公報フルテ
キストは、このような構造タグや
改行情報を削除しているものが多
く、階層関係は原文xmlをみるこ
とで初めて分かります。

<b>1</b>はボールド指定の
修飾タグで、構造タグとは異なり
ます。この修飾タグはこのほか、
<i>タグ（イタリック表示指定）や
<u>タグ（アンダーライン指定）
があります。1文字以外の修飾タ
グで重要なのは上付き下付き文字
の指定タグでそれぞれ<sub>と
<sup>で指定します。Al2O3であ
ればAl<sub>2</sub>O<sub>3</

sub>のようにあらわします。先ほ
どの<b>タグの場合、機械翻訳上
は削除される必要があります。理
由は、センテンスのある部分を rrr 

<b>xxx ss yy</b> ttのようにボー
ルド指定した場合、語順が入れ替
わってしまうと、</b>タグが先に
来てxmlシンタックスエラーとな
るためです。一方<sub>,<sup>タ
グは局所的に修飾することと、そ
の重要性から削除はされません。
翻訳者が直接xml原文を渡さ

れて翻訳することはまれとおも
いますが、自動機械翻訳の世界で
は、xmlを原文として翻訳するこ
とが通常のパターンになっていま
す。このほか、数式専用のxml形式　
mathMLやテーブルのxmlなどが
公報xmlに含まれます。一般の方
がご覧になるイメージ公報はxml

公報をレンダリングするひとつの
具体化されたもので、xmlはデー

1. ドキュメント形式

連載第2回目は翻訳に関係する
ドキュメント形式についてお話
したいと思います。翻訳の観点で
関係するドキュメント形式といえ
ば、プレーンテキスト、pdf、ワー
ド、htmlやxmlなどが関係します。
以下ではxmlとリッチテキストと
いう2つの形式に焦点をあてて説
明したいと思います。ドキュメン
トは、人間が読むためのものです
が、電子化されたドキュメントは
機械 (コンピューター）可読でもあ
ります。

xml (http://www.w3schools.

com/xml/default.asp)は html同
様テキストエディターで簡単に
作成、修正、表示ができることか
ら人間可読といえますが、リッチ
テキストと比べると、ワード文書
のようにフォントを指定したりす
ることはできず、専ら機械用の汎
用化されたデータといえます。プ
レーンテキストとの比較でいう
と、構造タグと修飾タグでセンテ
ンスに意味を与えてくれます。例
えば、特許公報はxmlで各国特許
庁から発行され、検索データベー
スなどの機械で読み込み、検索項

目で識別されてデータローディン
グされます。以下では特許公報の
xmlに絞ってご説明したいと思い
ます。

2.米国公開特許xmlの例

公開特許のxmlは平均的にはお
およそ50Kバイト程度のファイル
サイズになります。特許公報は、
書誌的事項（発明の名称含む）、要
約、請求の範囲、詳細な説明の大
きな段落があり、さらに各段落内
固有の段落があります。例えば
US20150344006A1公報の請求の
範囲の大段落は、

例1：xml公報ファイルのテキストエディ
ター表示
<claims id="claims">
<claim id="CLM-00001" num="00001">
<claim-text><b>1</b>. A brake pedal 
assembly comprising:
<claim-text>a brake pedal arm having 
an initial position;</claim-text>
<claim-text>an adjustment 
subassembly configured to adjust the 
initial position;</claim-text>
<claim-text>a preload spring 
configured to provide a preload force to 
the brake pedal arm; and</claim-text>
<claim-text>a preload adjustment cam 
in cooperation with the brake pedal arm, 
the adjustment subassembly and the 
preload spring configured to change the 
preload force in response to a change in 
the initial position.</claim-text>

http://www.w3schools.com/xml/default.asp
http://www.w3schools.com/xml/default.asp
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富士電機株式会社で感光ドラムの研究開発を行った後、
富士ゼロックス株式会社で、有機感光体の開発・生産に
携わり、2000年から特許情報検索システムDocuPatの
事業立ち上げ・推進をおこない、その後日本発明資料に
て語順変換統計的機械翻訳エンジンを用いた英日・中日
翻訳システムMT Plusを開発、特許庁中国実案抄録翻訳
事業に採用され、現在100万件以上 J-PlatPatで利用さ
れている。
2015年2月に日本特許翻訳株式会社を設立、昨年9月
から大手企業中心に外国公報の多言語高精度機械翻訳
サービスを提供している。最近は、pdfやワードの科学
技術文献をレイアウト通りに翻訳するドキュメント翻訳
サービスを開始した。

本間  奨
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タですので、表示プログラムによ
りxmlから段組やフォントなどど
のように表示するかは自由で、こ
のようなレンダリング形態は無数
に存在することが可能です。現在、
日本特許庁、米国特許商標庁、中
国特許庁、欧州特許庁からはxml

公報が発行され、一般ユーザーが
眼にすることが出来ます。　

3.リッチテキスト形式

リッチテキストはMicrosoft 

O�ceのWordで表示したり編集
したりすることが可能なドキュメ
ント形式です。xmlとの相違点は
構造タグに相当する概念はなく、
ある文字列がどの観点のデータか
をタグで明示することができませ
ん。あくまでもどの場所にどの文
字列をどのように修飾してレンダ
リングするかを規定する仕組みと
いえます。

xmlとリッチテキストの共通点
は、人間可読である点です。doc

やdocx形式がバイナリーのため
人間が読めない形式であるのに
対してリッチテキストはテキス
トエディターで表示・編集が可能
である点が同じワード文書形式
のdoc,docxと大きく異なります。
例えば2.のxmlの第1クレームを
リッチテキスト変換した例を以
下にしめします。rtfファイルのエ
ディター表示結果は以下の通りで
す。

例2： 例1のxmlを rtf変換した rtf例のテ
キストエディター表示

{\rtf1\ansi\deff0\deftab920{\fonttbl
{\f0\fswiss Meiryou UI;}
{\f1\froman\fcharset2 Symbol;}
{\f2\fswiss\fprq2 System;}
{\f3\fswiss\fcharset1 Arial;}
{\f4\fswiss Arial;}
{\f5\fscript Mistral;}
{\f6\fswiss Meiryou UI;}
}
{\colortbl\red0\green0\blue0;
\red255\green0\blue0;
\red255\green0\blue255;
\red0\green0\blue255;
\red0\green155\blue25;
\red16\green78\blue238;
\red23\green232\blue232;
\red240\green240\blue13;
\red249\green151\blue4;
\red255\green255\blue255;}
\pard\plain\f6\fs20\cf0
\par

{\b\cf2 1\b0\cf0}. A brake pedal 
assembly comprising:
\par
a brake pedal arm having an initial 
position;
\par
an adjustment subassembly configured 
to adjust the initial position;
\par
a preload spring configured to provide 
a preload force to the brake pedal arm; 
and
\par
a preload adjustment cam{\highlight5{\
b\cf6  in cooperation with the brake 
pedal arm\b0\cf0} }, the adjustment 
subassembly and the preload spring 
configured to change the preload force 
in response to a change in the initial 
position.
\par
\par }

この最初の {\fonttblではフォ
ント指定のためのフォント定義が
あり、この例では f0から f6まで定
義しています。次に {\colortblか
らフォントカラーテーブルが定義
されています。\parは改行を指定
します。xmlで<b>1</b>で表示
していた部分に対応して、リッチ
テキストでは {\b\cf2 1\b0\cf0}の
ように開始タグ {\b\cf2 が、終了タ
グ \b0\cf0}が用いられています。
\bはそれ以降の文字全てをbold

に指定します。\b0は元に戻しま
す。{ 記号及び } 記号はタグ開始
とタグ終了を表しています。かな
らず { 記号及び } 記号で閉じた関
係にする必要があります。\cf2は
xmlでは指定していないフォント
カラー指定をしています。これは
カラーテーブル（最初の \colortbl

部分）の3番目のカラー \red255\

green0\blue255;を指定してい
ます。また {\highlight5{\b\cf6  in 

cooperation with the brake pedal 

arm\b0\cf0} }部分もxml指定のな
い修飾ですが、背景色によるハイ
ライト指定をしています。ハイラ
イト指定は、文字色があらかじめ
自分で定義可能でしたが、こちら
は以下のようにrtfであらかじめ定
められています。

背景色ハイライトの定義

highlight1　赤
highlight2　濃いピンク
highlight3　紺色
highlight4　緑色
highlight5 　紺色
highlight6　アクア
highlight7　黄色

highlight8　淡い黄色
highlight9 　白色

例2をエディターへコピーし
て、rtf拡張子をつけてファイル保
存した後、MSワードでファイルを
オープンすると次のように表示さ
れます。

例3：rtfファイルのワード2010表示

1. A brake pedal assembly comprising:
a brake pedal arm having an initial position;
an adjustment subassembly configured to 
adjust the initial position;
a preload spring configured to provide a 
preload force to the brake pedal arm; and
a preload adjustment cam in cooperation 
with the brake pedal arm , the 
adjustment subassembly and the preload 
spring configured to change the preload 
force in response to a change in the initial 
position.

これは、xml公報の無限に可能
なレンダリングの1つの形態とい
えます。
例 2で highlight5を highlight7

に変更するとハイライト色が紺色
から黄色に変わります。
今回は、xmlとリッチテキスト

という2つのドキュメント翻訳に
とって重要なファイル形式につい
て例をもとに説明しました。次回
はさらに、これらを記述する文字
コードについて掘り下げてみたい
と思います。
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翻訳と私

　翻訳を取りまく環境は様変わりしていきます。ときには戸惑うこともある
でしょう。でも、「翻訳と私」という関係は変わらないのではないでしょうか。
どんなに環境が変わろうとも、自分の軸がしっかりと根づいていたら、日々
変わっていく風景にも心を惑わされることはないかも知れません。初心に
返ったり、立ち止まったり、未来に思いを馳せたり、「翻訳のこと」、一緒
に考えてみませんか？　「なぜ翻訳をするようになったのか」　今を見据え
ると、きっと未来が見えてきます。翻訳と皆さんのこと、教えてください。

コラムオーナー　矢能 千秋

#284 2016 07/08

職業としての出版翻訳にたずさ
わって16年。始まりは思いがけな
くやってきて、勇んでこの世界に
飛び込みましたが、いいことばか
りではなくて、悔しくて苦しくて、
このまま続けていていいのだろう
かと悩んだこともあって、じつは
最近、出版翻訳者としての覚悟が
ぐらついていました。そんなとき
に、こちらへの寄稿という形で自
分を振り返る機会をいただきまし
た。
わたしの16年、こんなふうに始

まりました――
 

始まり

出版翻訳に漠然とした憧れを持
ちながら、在宅で日英産業翻訳を
したり、大学受験英語の添削指導
の仕事をしたりしていた2000年
のある日のこと、いつものように
何気なく地元の情報紙を読んでい
ました。その情報紙は、地元の中
学生がどうしたとか、どこそこの
公園でイベントやりますとか、歌
のサークルメンバー募集とか、生
活記事がメインです。なのに、こ
の日に限って、わたしの心を揺さ
ぶる文字たちがそこに並んでいま

した。「翻訳の勉強をしませんか」
――しかも鎌倉。近い！　この機
会を逃したら次はないと直感し、
その場で電話をかけました。それ
が鎌倉翻訳勉強会と主宰の藤岡啓
介先生との出会いです。東京外国
語大学在学中には、河野一郎先生
の翻訳ゼミで勉強し、当時中央大
学の教授だった故・小山田義文先
生の元で下訳をやっていました。
しかし出版翻訳の実際に関しては
知らないことばかり。藤岡先生に
はそれを一から教わることになり
ます。
勉強会には3年間お世話にな

り、先生には2冊の翻訳出版を紹
介されました。そのうちの1冊は
超短納期の仕事だったので、お話
をいただいたとき一瞬迷いました
が、せっかくのご指名です、断る
などもったいない。清水の舞台か
ら飛び降りる覚悟で受けて、1か
月間よろしく、と家族には一方的
に宣言しました。わたしの勢いに
家族は何も言えなかったと思い
ます。これが『プラシド・ドミンゴ　
オペラ62役を語る』（アルファ
ベータ、2001年）。もう1冊は、勉
強会の食事の席で、同席していた
編集者が「この本を訳したい人い

ますか」とみんなに声をかけた本
です。問われた瞬間、わたしは「は
い！」と大きな声でアピールして
本を受け取りました。以前なら周
りを見て遠慮がちに手を挙げたで
しょうが、このときは訳したい気
持ちが強かった。ちょっと恥ずか
しいけれど、よくやった、と思い
ます。それが『オードリー　リア
ル・ストーリー』（アルファベータ、
2003年）。
あの情報紙を見なければ藤岡
先生とは出会わず、出版翻訳者を
名のることはできなかったでしょ
う。何かの力を感じないではいら
れません。

 

迷って悩んで

こうして出版翻訳者の道を歩き
始めましたが、その先の道はデコ
ボコして曲がりくねって、見通し
がききませんでした。何か本を探
そうにも道しるべはなく、当時関
心があった（と思っていた）児童
福祉の本を読んでみても、いまい
ちしっくりこない。その頃に書い
たレジュメを読むと、その作品が
良書で出版するだけの価値のあ
るものだったとしても、編集者の
気持ちを動かすことはないだろう
な、と思うくらい覇気がありませ
ん。迷いがそのまま表れているか
のようです。ジャンルなり作家な
り、無理矢理でも暫定的にでも攻
める方向を決めていれば、いくぶ
んでも違ったとは思いますが。
そうした先の見えない中、藤岡
先生が関わった「洋書の森」が日
本出版クラブに設立され、そこの
ボランティアスタッフになりまし
た。また同じ頃、サン・フレア アカ
デミーを紹介されて翻訳勝ち抜き
道場を開かせてもらいました。こ
の二つはわたしの居場所となっ
て今に至ります。翻訳仲間や友人
を増やし、編集者やコーディネー
ター、名翻訳家と出会う機会を
作ってくれる、大事な居場所です。
こう書いてくると、人脈が広
がってよかったじゃないか、とな
るわけですが、肝心の出版翻訳の

わたしを導いたもの

出版翻訳者・サン・フレア アカデミー講師
斎 藤  静 代
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翻訳と私

　翻訳を取りまく環境は様変わりしていきます。ときには戸惑うこともある
でしょう。でも、「翻訳と私」という関係は変わらないのではないでしょうか。
どんなに環境が変わろうとも、自分の軸がしっかりと根づいていたら、日々
変わっていく風景にも心を惑わされることはないかも知れません。初心に
返ったり、立ち止まったり、未来に思いを馳せたり、「翻訳のこと」、一緒
に考えてみませんか？　「なぜ翻訳をするようになったのか」　今を見据え
ると、きっと未来が見えてきます。翻訳と皆さんのこと、教えてください。

コラムオーナー　矢能 千秋

#284 2016 07/08

訳書は評伝、神話、児童書、大型本等。点数は多くない
が、相性の良い本に恵まれた。翻訳者としての覚悟を
決めさせたのは『オードリー　リアル・ストーリー』（アル
ファベータ）。覚悟を新たにさせたのが『千の顔をもつ
英雄』（早川書房）。サン・フレアアカデミーでは、翻訳勝
ち抜き道場（2007年～2015年）の後、文芸翻訳通信添
削実践講座を担当する。仕事で硬くなった頭と身体をほ
ぐすのは、うちの三女、12歳の柴犬。
ブログ：2014年に始まった文芸翻訳通信添削実践講座
の中で、『コーヒーブレイクde翻訳』と『ひとり演習』を
月2回ずつ更新中。
http://e-honyakusquare.sun�are.com/saito_kouza/

斎 藤  静 代
S a i t o  S h i z u y o

道は相変わらず見通しが立ちま
せん。知り合った人たちの伝手で
リーディングを紹介してもらっ
て、その縁で何冊か出版は叶い
ましたが、そこから次がなかなか
……。2015年末発売の『千の顔を
もつ英雄』の仕事が終わってから
は本探しもレジュメ書きも気分が
乗らず、いつも頭の上に鬱陶しい
雲がかかっている感じでした。

 

気持ちを新たに

そんなときにこのコラムの話を
いただきました。文章を書くと、
思考や感情が整理されると言いま
す。実際書き始めたら、はい、自分
の気持ちが見えてきました。プロ
フィールで書いた「点数は多くな
い」が、鬱陶しい雲の一番の原因
でした。この点数では「出版翻訳
者」と自信を持って言えない、と
ずっと気にしていたのです。でも
訳書を並べて翻訳したときのこと
を思い出したら、「相性の良い本に
恵まれた」ことに気づきました。自
分で見つけた本のレジュメは通ら
ないし、たくさんの訳書を出して
いるわけではないけれど、少なく
とも好みの本、相性の良い本を紹
介してもらい、いくつかは出版さ
れている。これって、悪くないん
じゃないか、と。（欲を言えば、1年
に1冊か2冊、関わりたいんですけ
どね。）

ところで『千の顔をもつ英雄』
には、召命に応えて冒険に出発す
る英雄たちがおおぜい登場し、そ
の英雄たちをさまざまなアイテム
が助け導きます。それは人だった
りモノだったり出来事だったりす
るのですが、わたしの16年にとっ
ては、あの情報紙とこのコラムで
すね。この二つのお助けアイテム
に導かれて今日があります。いた
だいた仕事をひとつずつ、丁寧に
きちんと誠実に、形にする。それ
ができれば大丈夫。そのうちにま
たお助けアイテムが導いてくれる
かもしれない。それくらいゆった
りした気持ちで本を探し、人と会
い、そしてスキルアップに励もう
と思います。

『千の顔をもつ英雄』（早川書房、2015年）。
心身ともにタフな仕事でしたが、達成感を得られました。

『バレエの世界へようこそ！』と
『写真で楽しむ究極のまちがい探し』
（どちらも河出書房新社、2015年）。
図版の多い本は楽しく仕事ができます。好きです。

http://e-honyakusquare.sunflare.com/saito_kouza/
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者の仕事を機械に支援させるほう
が現実的ではないかという考えが
示されています。

人間と機械が共同で
翻訳する

このような考えはMartin Kayに
よってさらに推し進められます。
翻訳とは、高度な、時として芸術
的な仕事ではあるけれど、その中
には機械的にできてしまうルーチ
ンワークもある。翻訳者をそのよ
うな仕事から解放すれば、翻訳者
の仕事はより楽しくやりがいのあ
るものになり、翻訳作業の生産性
も上がる、というわけです。
同時期にPeter Arthernが、現在
の翻訳メモリに近いアイディアを
示しました。彼は欧州委員会（EC）
で翻訳されている文章には反復や
引用が非常に多いことに注目し、
それらを毎回翻訳するのは無駄で
あると考えました。これまでに翻
訳した文を中央に保管しておき、
いま翻訳しようとしている原文を
その中で検索して、部分的または
完全に一致する文があればその訳
文を自動的に取り出す、というプ
ログラムを考案したのです。

連載「翻訳テクノロジーを学
ぶ」、第2回目の今回は翻訳メモリ
についてお話しします。翻訳メモ
リの仕組みや使い方といった実践
的なことについては『翻訳テクノ
ロジーを学ぶ』ビデオ教材（http://

www.apple-eye.com/ttedu）の
「翻訳メモリ編」をご覧いただく
ことにして、ここでは、翻訳者であ
り、翻訳テクノロジーの研究と翻
訳教育にも携わる筆者の目から、
翻訳メモリが翻訳という仕事を
どのように変えてきたかを振り返
り、今後わたしたちは翻訳メモリ
とどのように付き合っていくべき
なのかを考えてみます。

翻訳メモリの起源

翻訳メモリというものはそもそ
もなぜ存在するようになったので
しょうか。これについてはビデオ
教材の第5回でもお話ししていま
すが、「機械に翻訳者を支援させ
る」という発想自体は1960年代か
らありました。当時の米国ALPAC

（自動言語処理諮問委員会）のレ
ポートで、機械翻訳にはあまり見
込みがないこと、そして機械に翻
訳させるよりもむしろ人間の翻訳

翻訳メモリの商品化

これらの考えが示されたのは
1980年ごろですが、その後翻訳メ
モリが商品化され、実際にさまざ
まな翻訳の現場で使われるように
なったのは1990年代に入ってか
らのことでした。
わたしはもともと、米国に本社

を置くソフトウェア開発会社の日
本支社でインハウスの英日翻訳者
として働いていました。その後フ
リーランスの翻訳者として主に IT

関連の翻訳の仕事を始めたのが
1996年のことでした。そしてその
翌年頃から、海外の翻訳ベンダー
の求めに応じて翻訳メモリソフト
を使い始めることになります。そ
れを機に翻訳の仕事が大きく変わ
りました。

改訂版翻訳のストレス

第一に、マニュアルなどの改訂
版を翻訳する作業が変わりまし
た。ソフトウェアの画面、マニュア
ル、ヘルプなどの翻訳では、バー
ジョンアップにともなう再翻訳の
仕事が多くあります。翻訳メモリ
がない時代、再翻訳の作業は非常
に面倒で退屈なものでした。バー
ジョンが変わっても、マニュアル
などの原文は8割方以前と同じと
いうことも珍しくありません。ク
ライアントからは用語や表現など
を以前のバージョンとできるだけ
揃えることを要求されるため、旧
バージョンの原文を手作業で検
索しては、似た部分があれば新し
い原文と目作業で比較し、旧バー
ジョンの日本語を必要に応じて編
集する、という作業をひたすら繰
り返す必要がありました。
流用部分についても翻訳料金は

支払ってもらえるので贅沢な不満
かも知れませんが、翻訳として受
注した仕事の大半が、検索、切り
貼り、比較、細かな編集作業の繰
り返しで占められてしまうような
時は、一体わたしの仕事は何なん
だろう、と自問し、ひたすら単純作
業に従事して一日が終わってしま

~ 翻 訳 メ モ リ 編
　 そ の 1 ~

立教大学 異文化コミュニケーション研究科 特任准教授
立 見  みどり

http://www.apple-eye.com/ttedu
http://www.apple-eye.com/ttedu
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ソフトウェア開発会社でのインハウス翻訳者およびフ
リーランス翻訳者を経て、インペリアル・カレッジ・ロンド
ンにて「翻訳技術を利用した科学・技術・医学翻訳」修士
課程修了（MSc）。ダブリン・シティ大学にて博士課程修
了（PhD）。現在、立教大学 異文化コミュニケーション研
究科 特任准教授。研究テーマは、機械翻訳の後編集に
携わる翻訳者の作業と品質との相関性、コミュニティ後
編集、機械翻訳のための制限言語、翻訳通訳教育のオ
ンライン教材開発など。

立 見  みどり
T a t s u m i  M i d o r i

うことへのストレスを感じていま
した。

退屈な作業を自動化

これらの状況が、翻訳メモリの
導入とともに一変したのです。検
索、切り貼り、比較の繰り返しとい
う、ストレスと肩こりをもたらす
機械的で退屈な作業はソフトウェ
アが自動的に実行してくれ、翻訳
者は本来の「翻訳」の仕事に専念
できるようになりました。以前よ
り仕事が「人間的になった」と感じ
ましたし、自分の時間と能力を無
駄にすることなく短時間で多くの
仕事をこなせる生産性の高さが爽
快でした。

チームワークの混乱

翻訳メモリの登場以前に翻訳者
を悩ませていたのは、改訂版翻訳
の問題だけではありません。大型
プロジェクトでは複数のフリーラ
ンス翻訳者がチームを組んで遠隔
共同作業を行うことがあります。
複数の翻訳者がひとつのプロジェ
クトで作業する場合、翻訳者間で
の用語や表現の統一などに問題が
生じます。
一定期間ごとに翻訳物を交換し

て互いにチェックし、用語や表現
のズレなどをすり合わせる必要が
ありました。これは参加する翻訳
者にとって大きな負担です。この
ため、チームのひとりが統一業務
を担当し、翻訳者間の調整に多大
な時間を費やすことも少なくあり
ませんでした。

統一業務の大幅削減

複数の翻訳者間での訳文と訳語

の統一問題も、翻訳メモリを導入
することで大半が解決しました。
翻訳物そのものをいちいち互いに
チェックしなくても、一日の仕事
の終わりに翻訳メモリを交換する
だけで、類似の原文に対して別の
翻訳者が異なる翻訳を行ったケー
スがあれば自動的に検出されるよ
うになったのです。統一のための
業務はとても楽になり、翻訳者間
での不統一が残ったまま納品して
しまうケースも減りました。

翻訳者の記憶の引き出し

翻訳メモリの導入によって得ら
れた利点は他にもありました。翻
訳メモリを利用することで、翻訳
者は、自分が行った翻訳を通じて
蓄積した知識を資産として活用で
きるようになったのです。
原文に対する適切な訳文表現を

見つけるのにとても苦労すること
があります。次に同じような問題
にぶつかったとき、以前どのよう
に翻訳したかすべて覚えていられ
るわけではありません。翻訳メモ
リを活用すれば、それまでに行っ
た翻訳を知識として蓄積して効率
的に再利用できる。つまり自分の
「記憶容量」を拡張できるように
なったのです。

テクノロジーを味方にした
フリーランスビジネス

さらに、ビジネス面でも翻訳メ
モリが役に立ちました。日本の翻
訳ベンダーの間で翻訳メモリが
定着するまでにはさらに数年間の
ギャップがあったため、その間、翻
訳メモリを活用できる翻訳者は、
さまざまな面で有利でした。翻訳
会社が要求するよりも短い納期で

仕事をこなし、流用分は値引きを
提供でき、さらに旧版の原文と訳
文から用語集や翻訳メモリを作成
するなど、「提案型フリーランス翻
訳者」として活躍できたのです。
フリーランスの翻訳者は、その
事業形態上、クライアント、ベン
ダー、翻訳者という仕事の流れの
下流に位置しているため、決定権
が限られます。そのような環境に
あって、テクノロジーを味方につ
けることで、スイスイと翻訳をこ
なし、プロジェクトを一部リード
することもできる。これは、新しい
タイプの翻訳業だ、と思いました。

翻訳メモリの普及と
状況の変化

しかしその後翻訳メモリが広く
普及するにつれ、徐々に状況が変
わりました。翻訳ベンダーが翻訳
メモリを使うことが一般的になる
と、当然のことながら、テクノロ
ジー活用の主導権は翻訳者より上
流に位置するベンダーが握ること
になります。そのこと自体は予想
できた流れですが、それに付随し
て、翻訳メモリの導入以前よりも
翻訳の仕事が「非人間的」なもの
になったように感じることが多く
なりました。
いったんは翻訳業務の非人間的
な部分から翻訳者を解放してくれ
たはずの翻訳メモリに、一体何が
起こったのでしょうか。次回はこ
の点について考えてみます。

参考文献
ALPAC (1966) LANGUAGE AND MACHINES: COMPUTERS IN TRANSLATION AND LINGUISTICS. 
Division of Behavioral Sciences, National Academy of Sciences, National Research Council. 
Kay, M. (1980) The proper place of men and machines in language translation. Palo Alto, CA: 
Xerox Palo Alto Research Center
Arthern, P. J. (1978) Machine translation and computerized terminology systems: a translator’s 
viewpoint. Translating and the Computer: proceedings of a seminar, London, 14th November, 
1978; ed. Barbara M. Snell (Amsterdam/New York/Oxford: North-Holland Publishing Company 
pp.77-108. 
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実用レベル・英日翻訳 実用レベル・日英翻訳

1級（4名）

（非公開：1名）

儀保 千絵佳（神奈川県）

團 陽子（東京都）

笠川 梢（京都府）

2級（17名）

（非公開：2名）

菊地 耕平（茨城県）

越智 文（東京都）

糟谷 大輔（奈良県）

甲斐 康一（千葉県）

梅澤 眞一（新潟県）

山田 裕子（石川県）

遊免 尚美（三重県）

今瀬 佳介（東京都）

市川 信子（カナダ）

石井 雅博（東京都）

小原 香織（栃木県）

安藤 憲一郎（東京都）

松下田 みゆき（愛知県）

徳田 亜希子（東京都）

今泉 敦（北海道）

3級（53名）

（非公開：16名）

長田 宏子（大阪府）

高橋 知廣（千葉県）

滝澤 努（神奈川県）

矢島 有記（東京都）

君嶋 恒（東京都）

佐藤 晴彦（東京都）

1級（1名）

（非公開：1名）

2級（8名）

（非公開：3名）

越智 文（東京都）

滝澤 努（神奈川県）

池田 悟（京都府）

松原 海美（シンガポール）

海野 由子（神奈川県）

3級（24名）

（非公開：6名）

ファーマン 健（兵庫県）

マートネック アンドリュー（愛知県）

森 らい奈（広島県）

青柳 美帆子（東京都）

糟谷 大輔（奈良県）

原田 吉晴（大阪府）

ノッパ ネラ（ベルギー）

高橋 叡湖子（京都府）

山田 裕子（石川県）

今瀬 佳介（東京都）

小西 常雄（韓国）

髙木 有美（茨城県）

安藤 憲一郎（東京都）

松本 恵（静岡県）

佐藤 典宏（福岡県）

津室 好江（兵庫県）

今泉 敦（北海道）

清水 直人（東京都）

川田 貴一朗（大阪府）

武居 ちひろ（東京都）

石橋 雪江（長崎県）

高橋 叡湖子（京都府）

内田 淳一（東京都）

黒川 耕大（愛知県）

松原 海美（シンガポール）

中村 亮（東京都）

庄 公孝（中国）

河村 裕紀（香川県）

柏田 健（大阪府）

辻 雅浩（愛知県）

鈴木 美穂（東京都）

平尾 扇（ドイツ）

小西 常雄（韓国）

髙木 有美（茨城県）

松井 信彦（神奈川県）

山藤 卓実（兵庫県）

小林 昭博（山梨県）

森 正蔵（愛知県）

勘場 友美（東京都）

大恵 佐和子（オーストラリア）

村松 美由紀（東京都）

後藤 真司（大阪府）

真栄里 孝也（沖縄県）

井上 望（東京都）

木下 考（東京都）

佐藤 典宏（福岡県）

槙 太郎（東京都）

村越 由香（神奈川県）

平田 光（石川県）

2016年1月23日（土）に実施された「第64回JTF ほんやく検定」の結果が発表されました。

第64回JTF＜ほんやく検定＞
合格者発表
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基礎レベル

4級（26名）

（非公開：16名）

日野 優希菜（三重県）

佐藤 洋昭（神奈川県）

中村 優子（新潟県）

青木 真由子（埼玉県）

清家 昌子（埼玉県）

前田 尚子（東京都）

原田 雅也（愛知県）

渡邊 純子（東京都）

塚田 悠紀（愛知県）

河野 操（栃木県）

5級（31名）

（非公開：20名）

日野 優希菜（三重県）

中村 優子（新潟県）

山川 憂也（東京都）

豊野 重孝（東京都）

小沢 麻里子（茨城県）

浦田 裕子（東京都）

小松 和暉（千葉県）

三上 りおな（東京都）

石井 里奈（東京都）

齋藤 良輔（東京都）

山口 桃子（フィリピン）

真栄里 孝也（沖縄県）

米谷 壮司（大阪府）

馬庭 明日己（兵庫県）

遊免 尚美（三重県）

納富 和己（愛知県）

前田 愛美（北海道）

柏村 めぐみ（神奈川県）

松浦 菜穂子（岩手県）

瀧口 實（北海道）

板倉 毬詠（東京都）

増田 英莉（静岡県）

神宮司 志穂（東京都）

小原 健一（埼玉県）

山口 朗（東京都）

内田 三恵（佐賀県）

安達 純子（東京都）

和田 芳文（岡山県）

相浦 隆祝（東京都）

クラーク みどり（U.S.A）

荒川 恵美（愛知県）

寺林 晴美（U.S.A）

楠本 宏正（神奈川県）

徳山 めぐみ（滋賀県）

上杉 あすか（滋賀県）

谷口 凜（福岡県）

酒井 信（東京都）

石毛 愛佳（千葉県）

山口 翔子（神奈川県）

第64回JTF＜ほんやく検定＞
合格者発表
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合格者への連絡先は、
「検定合格者リスト

（JTF会員専用サイト）」
http://www.jtf.jp/user/u_0101.do

をご覧ください。

2016年1月23日（土）に実施されました第64回JTF＜ほんやく検定＞で、
1・2級に合格された方々のプロフィールをご紹介します。
項目は以下の4つです。
①得意な分野と言語は？
②現在のお仕事は？
③学歴・職歴と翻訳の実務経験は？
④翻訳依頼時の制約条件・希望条件は？

第64回JTF＜ほんやく検定＞
1・2級合格者プロフィール

今泉 敦（いまいずみ あつし）
実用レベル・英日翻訳・医学・薬学2級合格
北海道
①ビジネス・経済分野、薬学分野（医学分野）、英日・日英の両
方に対応。学校関連分野（教材等・英日）
②パートタイム・フリーランス翻訳者、講師（大学受験英語、
高校受験国語（現代文））
③旧帝大（農学部卒）。医学薬学翻訳講座 (都内通学 )修了

(2002～2005)、CNNインターナショナル（放送翻訳 1993～
1998）、会員企業向け情報サービス会社（都内）にて (パート
タイム翻訳者2002、日英80%、英日20%)、欧米MBAビジネ
ススクール留学対策予備校（都内）にて留学ガイドブックの
英日翻訳 (2002～2003、2004年刊行済 )、都内翻訳会社にて
(翻訳の校正者 2004～2005)、在宅翻訳者 (2003～現在 )

④講師業等との兼ね合いで、週末に作業ができる小規模案件
などからのご依頼が受けやすい状況です。

2

安藤 憲一郎（あんどう けんいちろう）
実用レベル・英日翻訳・情報処理2級合格
東京都在住
①コンピュータ全般、特にソフトウェア開発。英日、日英とも
可能。
② IT会社の品質保証部門に勤務。
③大学・大学院にて数学を専攻。現在勤務する会社では3年間
ほど、ソフトウェアマニュアルや仕様書、契約書等の翻訳を
しています。2016年現在38歳。
④会社に勤務しているので、休日のみ翻訳に従事することが
可能です。

2

石井 雅博（いしい まさひろ）
実用レベル・英日翻訳・情報処理2級合格
東京都在住
①コンピュータ全般、英日のみ。
②ローカリゼーション会社で、社内レビューア、翻訳者として
勤務。
③大学はロシア語学科。COBOLプログラマ社員として8年間
勤務後、翻訳学校でコンピュータ翻訳を勉強しながら、96

年に講師の先生の紹介で現在の会社に入社。UI、ヘルプな
どをレビュー、翻訳。フィードバック、トライアル（マーケ
ティングなど）の仕組みを企画。英検1級。レビューに必要
な知識として、Java、簿記3級、BATIC、Logicの資格を取得。
④会社に勤務しているので、週末のみ翻訳に従事することが
可能です。

2

笠川 梢（かさかわ こずえ）
実用レベル・英日翻訳・医学・薬学1級合格
京都府在住
①医薬（臨床分野）。英日、日英とも可能。
②フリーランス翻訳者。
③立命館大学政策科学部卒（在学中に1年間の交換留学）。輸
入建材の代理店でカタログやレターの翻訳などを含む貿易
事務に従事した後、オーストラリアに半年留学。帰国後、派
遣社員として国内製薬会社で新薬開発関係の英文事務や翻
訳、翻訳チェックを担当しました。2005年にフリーランス
翻訳者として独立し、現在は治験関連文書、副作用報告、添
付文書、症例報告、学会抄録、医学論文などの英日・日英翻
訳を行っています。英日・日英の受注割合はほぼ半々です。
④ご依頼をお待ちしております。製薬関連、特に治験関連の英
日・日英翻訳を承ります（チェックもご相談ください）。

1
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第64回JTF＜ほんやく検定＞
1・2級合格者プロフィール

松原 海美（まつばら うみ）
実用レベル・日英翻訳・科学技術2級合格
シンガポール在住
①科学技術分野、特に機械設計に関する英日・日英翻訳。
②医療・理化学・宇宙・バイオ等の機器や部品を扱う在シンガ
ポールの日系企業営業部門での翻訳通訳。技術文書の他に
もプレゼン資料、契約書、財務関連文書など可。
③学歴：米国ユタ州立大学にてエクササイズ・アンド・スポー
ツサイエンス専攻。
実務経験：プラズマTVソフトウェア開発、海外原子力プラ
ント開発、海外プラント開発プロジェクトを含め、通算7年
以上の技術翻訳（英日・日英）と通訳の経験あり。

④空き時間および休日のみ翻訳業務に対応させていただくこ
とが可能です。目安として400ワード×8ページ／日　程
度の翻訳量に対応可能です。

2

海野 由子（うんの ゆうこ）
実用レベル・日英翻訳・医学・薬学2級
神奈川県在住
①医薬・薬学、医療機器全般。日英・英日とも可能です。
②CRO（開発業務受託機関）にて社内翻訳者として勤務。主
に、薬事・承認申請書類、照会事項回答書、治験実施計画書、
投稿論文、CSRなどの日英・英日翻訳。将来的にフリーラン
ス翻訳者を目指しています。
③大学の文学部卒。在米7年。帰国後10年以上、情報通信分野
の英日・日英翻訳業務に従事。翻訳会社勤務を経て、翻訳学
校にて学習後、医薬分野での翻訳業務に5年間従事。

④現在のところ、休日のみの対応が可能です。

2

市川 信子（いちかわ のぶこ）
実用レベル・英日翻訳・特許2級
カナダ在住
①特許全般、特に化学、バイオ。現在のところ英日のみですが
日英も学習中です。
②翻訳会社に勤務していますが、今後フリーランス転向予定
です。
③大学では英米文学を専攻、商社、ホテルでの勤務を経て

2010年にカナダに渡り2012年より翻訳会社で英日特許翻
訳に従事しています。
④翻訳会社からの依頼に応じることができます。当面のとこ
ろ週3000ワード程度であれば対応可能です。

2

甲斐 康一（かい こういち）
実用レベル・英日翻訳・情報処理2級合格
千葉県在住
①コンピューター ソフトウェアおよびハードウェア、通信
ネットワーク、電力システム。
ICT(情報通信技術 )インフラ系を得意にしております。
現在のところ英日のみ。
②フリーランス翻訳者
③大学で電気工学を専攻。その後、大手 ICT会社にてさまざ
まな業務を経験してきました。在職中の翻訳経験は、通信
システムの英日翻訳、電力課金システムの英日翻訳などが
あります。海外出張経験、お客様へ英語でのサービス説明
経験あり。2013年に会社を早期退職し、フリーランス翻訳
者として従事しています。ITソフトウェア翻訳士1級合格。
TOEIC 985点。

④翻訳会社からの依頼に応じることができます。英日翻訳の
場合、１日に英語2000ワード程度可能です。土曜日曜休日
にも仕事が可能です。Trados対応可。

2

糟谷 大輔（かすや だいすけ）
実用レベル・英日翻訳・情報処理2級合格
奈良県在住
① IT 全般。特にソフトウェアの仕様書やその他技術文書、ビ
ジネスレターやメールの日英および英日翻訳。
②電機メーカーでの社内翻訳者として、英日・日英翻訳に従
事。近い将来にフリーの翻訳者になるため現在勉強中です。
③大学では英米文学を専攻。卒業後は米国の携帯電話評価
部門にて、評価業務及び翻訳や現地作業者の教育を担当。
2007年から現在の電機メーカーにて社内翻訳者として勤
務しています。2016年現在36歳。
④会社に勤務しているので、休日のみ翻訳に従事することが
可能です。将来はフリーの翻訳者となる予定です。

2
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翻訳業界IN
DEX

翻訳センターグループは、日本最大規模を誇る
外国語サービスの総合サプライヤーです。

●「世界の語学サービス会社ランキング」
　4年連続アジア第 1位
● 2006年、産業翻訳業界で初の株式上場
　（証券コード 2483）
●専門性の高い翻訳を提供
　（特許、医薬、工業ローカライズ、金融法務）
●翻訳以外の外国語サービスも展開
　（通訳、派遣、コンベンション、MW、
　外国特許出願支援、多言語コールセンター）

株式会社 翻訳センター
http://www.honyakuctr.com/

〒541-0056 大阪市中央区久太郎町4丁目1番3号 大阪御堂筋ビル13階
TEL 06-6282-5010  FAX 06-6282-5018

ベストな品質を提供するために大切なことは

お客様の要件を翻訳者の皆様に正しく伝え、必要
な情報を皆様と迅速・的確に共有することだと考
えています。お客様のフィードバックも適時に還
元します。US、欧州、中国、韓国をはじめとす
る当社の海外拠点とも歩調を合わせ、時差を利
用し世界のあらゆる言語に対応します。
十印を支えるのは皆さまの協力をおいて他には
ありません。
プラスのしるし、十印は業界のパイオニアです。
ご応募をお待ちしています。

株式会社 十印
http://www.to-in.com/ja/

〒141-0031 東京都品川区西五反田7-25-5
TEL 03-5759-4353  FAX 03-5759-4376

サン・フレア アカデミーは、
翻訳会社サン・フレアが母体の翻訳スクール。
創業約 40年、50以上の言語とあらゆる産業分
野に対応する翻訳サービスで 1000社以上の顧
客から高い評価を得ているサン・フレアにおいて
高品質の翻訳を提供しているのは登録翻訳者。
その約 8割がサン・フレア アカデミーから巣立っ
た人財です。サン・フレア アカデミーは翻訳実務
での豊富なノウハウと現場のニーズを活かし、次
世代の産業翻訳業界を担う優秀な翻訳者の養成
に力を注いでいます。

（株）サン・フレア/サン・フレア アカデミー
http://www.sunflare.com/academy/

〒160-0004 東京都新宿区四谷4-7 新宿ヒロセビル2階
TEL 03-6675-3965  FAX 03-6675-3968

技術翻訳に特化したジェスコーポレーションは

ひとりひとりが得意の専門分野を持ち

「原文の正確な理解」を心がけています。

●取り扱い言語●
英語、中国語、韓国語、ベトナム語、タイ語
インドネシア語、ミャンマー語、モンゴル語
ウルドゥー語、ベンガル語、アラビア語
ドイツ語、フランス語、スペイン語、ロシア語
その他アジア言語、その他ヨーロッパ言語

株式会社 ジェスコーポレーション
http://www.jescorp.co.jp/

〒220-0003 横浜市西区楠町4-7 ニッセイ横浜楠町ビル6F
TEL 045-313-3721  FAX 045-314-3765

◆フリーランス翻訳者常時募集中◆
知財コーポレーションは特許翻訳専門の翻訳会
社です。特許翻訳は専門性が高い仕事であるた
め、フリーランス翻訳者の皆様に安心して取り組
んでいただけるよう、当社では顧客の仕様に関す
る説明会や、翻訳チェック結果のフィードバック
などを行っています。より良い翻訳をするために
は、翻訳者の皆様・顧客・当社が近い距離でコ
ミュニケーションを取ることが大切と考えており、
そうした環境を整えています。
知的財産の世界で人材は常に求められていま
す。ご応募をお待ちしています。

株式会社 知財コーポレーション
http://www.chizai.jp/

〒160-0023 東京都新宿区西新宿6-10 -1 日土地西新宿ビル7階
TEL 03-5909-1181  FAX 03-5909-1183

『言葉のプロフェッショナル集団』
インターグループは、50年にわたる信頼と
実績を持つ異文化コミュニケーションの
リーディングカンパニーです。
●フリーランス翻訳者募集
　 幾多の経験が培った“伝える能力と心”で、質
の高い作品を私達と共に作り出して下さる方

●インタースクール　受講生募集
　 翻訳・通訳なら専門英語力が武器になる。
　卒業後のお仕事紹介まで。

是非弊社 HPをご覧ください。

株式会社インターグループ
http://www.intergroup.co.jp/

〒105-0001 東京都港区虎ノ門二丁目2番5号 共同通信会館4F
TEL 03-5549-6907  FAX 03-5549-3207

idaはアウトバウンド＆インバウンドの
ビジネスを、多言語翻訳をベースに貢献して
います。　　　　　　　　　　　　　　

● 「わかりやすい世界標準の英語」をベースに多
言語展開の販促ツールから観光用のパンフの
仕上げまで一元管理でスムーズに対応します。
● グローバル企業様向けに、多言語 CMS活用の

WEBサイト構築をご提案、運営を行います。
● 翻訳資産を最大活用できる最新の支援ツール
を運用。多様な媒体でも用語統一されます。

アイ・ディー・エー株式会社
http://www.idanet.co.jp/

〒530-0051 大阪市北区太融寺町1-17
TEL 06-6360-6300  FAX 06-6360-6303

WysiWygは設立時より、
品質をもっとも大切に考え、
科学的に正確な、そして、
お客様の望む翻訳を提供し続けてきました。

WysiWygはこれから
新しい翻訳の形にも挑戦してまいります。

まずは、新しい形の翻訳教室から…
　　　　　　→弊社 HPをご覧ください。

株式会社ウィズウィグ
http://www.wysiwyg.co.jp/

〒104-0032 東京都中央区八丁堀2-21-2 京橋第九長岡ビル6階
TEL 03-5566-1669  FAX 03-5566-4808

翻訳者・校正者・チェッカーを大募集中！
スピード翻訳 by GMO の翻訳者に
ご登録いただくと…

●  24時間 365日、ウェブから翻訳案件を受注で
きます

● 空き時間を有効活用できる小規模の案件か
ら、翻訳に数日を要する中規模案件まで積極
的に受注できます

● 手紙や一般的なビジネス文書から、医療、契
約書、論文までさまざまなご依頼案件が受注で
きます

GMOスピード翻訳株式会社
https://www.quicktranslate.com/

〒203-0051 東京都渋谷区桜丘町26-1 セルリアンタワー10F
TEL 03-6415-7189  FAX 03-6674-2482

http://www.honyakuctr.com/
http://www.to-in.com/ja
http://www.sunflare.com/academy/
http://www.jescorp.co.jp/
http://www.chizai.jp/
http://www.intergroup.co.jp/
http://www.idanet.co.jp
http://www.wysiwyg.co.jp
https://www.quicktranslate.com/


翻訳業界IN
DEX

翻訳業界
インデックス
翻訳業界をリードする
企業をご紹介します！
翻訳者をはじめ、
翻訳者を目指している方、
翻訳の依頼をお考えの方など
翻訳会社やスクールを
お探しの方は
このインデックスを
是非ご活用ください。

掲
載
会
社
募
集
中
！
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翻訳プロ（trans-Pro.）は 38言語対応クラウド型
のオンライン翻訳サービスです。お客様評価や
指名・お気に入り登録等、お客様の利便性に加え
高品質な翻訳提供のため翻訳者皆様のことも考
えて設計されています。
●実績数・評価が上がると翻訳料金 UP！
●指名をもらうと更に翻訳料金 UP！
あなたもここで、チャレンジしませんか？
→翻訳プロ登録　https://www.trans-pro.net/
㈱ビーコスでは 162言語 168ヶ国 の登録者と
翻訳・通訳以外にも様々なサービスを提供中！
→その他スタッフ登録　http://sta�.hiwork.jp/

株式会社ビーコス／翻訳プロ（trans-Pro.）
http://www.b-cause.co.jp/

〒105-0013 東京都港区浜松町2-1-3 第二森ビル4階
TEL 03-5733-4264  FAX 03-3433-3320

「最もユーザーフレンドリーな CATツール」　　
「翻訳メモリと用語集の共有、
カスタマイズ可能な自動通知メールのおかげで
我々の時間はかなり短縮されました」
「翻訳の生産性が 50％向上しただけでなく
コストが 20％削減しました。」

Memsource（メムソース）をご愛用頂いている
お客様から、こんなお声を頂戴しています。
業務効率化のためのクラウド型翻訳支援ツール
日本語デモ・資料請求はこちらまで
japan@memsource.com

Memsource
https://www.memsource.com/ja

Memsource Technologies, Spalena51,
 110 00 Prague, Czech Republic

― ASCAの「翻訳者育成」の取り組み ―
ASCAは医薬／バイオ分野に特化したドキュメン
トサービスを提供しています。高い専門性を持つ
翻訳者の育成に力を注いでいます。
●オンライン講座「ASCA Academy」
登録翻訳者を対象としたセミナーを月 1回以上
の頻度で実施
●ミーティングの実施
大規模案件のキックオフミーティングなどを随時
実施。翻訳者同士の情報交換も支援
●フィードバックシステム
品質管理工程の結果を翻訳者と共有

株式会社アスカコーポレーション
http://www.asca-co.com/

〒541-0046 大阪市中央区平野町1-8-13 平野町八千代ビル9F
TEL 06-6202-6272　FAX 06-6202-6271

https://www.trans-pro.net/
http://staff.hiwork.jp/
http://www.b-cause.co.jp/
mailto:japan%40memsource.com?subject=
https://www.memsource.com/ja
http://www.asca-co.com/
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次号
予告

募集 Next Issue広告募集のおしらせ
翻訳者、翻訳会社を対象とする広告や特集記事
に関連する広告を随時募集しています。詳しく
はJTF事務局までお問い合わせください。

JTF 事務局 ： TEL 03-6228-6607
  E-mail  info@jtf.jp

天下統一とネットワーキング

今月号で特集したLocWorldは世界と出会う場ですが、国内に目を転じ
たとき、同じ「翻訳」という営みにかかわっていても立場や役割が違うい
くつものグループに「業界」が細分化されており、異なるグループの間に
はへだたりが存在するという現実があります。
この業界分割の構造も、昔は今よりシンプルでした。産業翻訳について
は依頼者と翻訳者、および両者を仲介する翻訳会社があり、その利害は対
立しがちなので意識して相互理解と交流をはかる必要があること。日本
では1980年代に機械翻訳が業界として誕生したけれど、機械翻訳業界と
産業翻訳業界はおおむね別世界であり、人的交流も一部の例外をのぞい
てあまりなかったこと。海外では二十年以上前から通訳翻訳が大学や大
学院で教育研究される学問の一分野として認知されてきたが日本はだい
ぶ遅れており、通訳翻訳は徒弟制度で師匠について学ぶのが一般的だっ
たこと。以上の三点をおさえておけば業界構造は把握できました。
しかし今や、状況は変わりました。統計的機械翻訳の台頭は別世界で
あった機械翻訳業界と産業翻訳業界を技術的必要性によって結びつけつ
つあり、日本でも通訳翻訳学が学問として認知されるとともに職業教育
として通訳翻訳を大学や大学院で学ぶ時代が始まりました。これらの変
化の結果、従来の依頼者・翻訳者・仲介者の三者に、新たに（機械翻訳の）
開発者・（通訳翻訳学の）研究者・（大学や大学院の）教育者を加えた六者の
相互理解と交流を意識的にはかることが、いま求められています。
そのためにこれら6つのグループをひとつの業界団体に「天下統一」す

るという考え方もありえますが、私としては6つのグループが互いに出会
う「ネットワーキング」の場を設けるほうが実現しやすいのかなと思いま
す。

河 野  弘 毅
K a w a n o  H i r o k i

編集長

日本翻訳ジャーナル
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通訳翻訳業界には日本翻訳連盟以外にもたくさんの団体があり、
それぞれ特色ある活動をおこなっています。
次号の特集では、日本国内に拠点があり

通訳翻訳とかかわりのある業界団体や学会などを
まとめてご紹介します。

巻頭特集「通訳翻訳の業界団体」（仮題）

2016年9月9日発行予定
※発行日や内容は変更になる可能性があります。

mailto:info%40jtf.jp?subject=
mailto:info%40jtf.jp?subject=
http://www.jtf.jp/
https://www.sakanana.com/


“ memoQは 
本当にプロフェッショナルな 

翻訳ソリューションを 
クライアントに提供できます。

サーバーバージョンは
プロジェクトの透明性が得られ 
ワークフローのコントロールが 

容易になります。 
またリソースの共有も 

難なくできるようになります。”

Edimart（ハンガリー）, 社長, Márta Balázs

業務が拡大していますか？
30日間無料のクラウドサーバーソリューション

を試し、 気に入れば月契約してください！
memoq.com/memoq-cloud-server

飛躍的な業務拡大には？
30日間無料のサーバートライアルを 

お試しください！
memoq.com/memoq-server

sales@kilgray.comにご相談ください。

memoQ サポートが平日は24時間体制になりました！ 
いつでも迅速にあなたのお悩みに対応いたします！

https://www.memsource.com/ja/pricing
http://blog.memsource.com/ja/
mailto:japan%40memsource.com?subject=
https://www.memoq.com/memoq-cloud-server
https://www.memoq.com/memoq-server
mailto:sales%40kilgray.com?subject=


一般社団法人 日本翻訳連盟
〒104-0031 東京都中央区京橋 3-9-2 宝国ビル 7F　TEL 03-6228-6607　FAX 03-6228-6604　info@jtf.jp　http://www.jtf.jp/
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掲載募集のお知らせ
「翻訳業界インデックス」は、

テキストベースの広告スペースです。
御社の強みを「コトバ」でアピール。
業界でのステータスアップに
ご活用ください！

※デザイン、レイアウトの指示はできません。

サンプル見本

必要なのは
ロゴデータとPR文のみ。
広告の制作費が不要なので
リーズナブルです。

JTFは翻訳に関わる企業、団体、個人の会員から
なる産業翻訳の業界団体です。
M I S S I O N
●JTFは産業翻訳の業界団体として、常に時代の

変化と潮流を読み、業界の健全な成長と発展
に寄与します。

●JTFは会員間の交流や親睦を深めながら、信頼
あるプロ集団として業界の地位向上を目指し
ます。

●JTFは急速に進むグローバリゼーションの中
で、会員のビジネスチャンスの拡大とJTFブラ
ンドの向上に努めます。

〒104-0031 東京都中央区京橋 3-9-2 宝国ビル 7F
TEL. 03-6228-6607  FAX. 03-6228-6604

http://www.jtf.jp/
一般社団法人　日本翻訳連盟

Sample

ロゴ：ai または eps ファイル
（高さ 10mm 以内で使用します）

PR文：1 行 21 文字 ×12 行以内

御社名
ウェブサイトURL

住所
電話、ファックス番号

1年6号分のご契約になります。

販売価格

お申込み、ご不明な点は？

販売区画は、限定36社のみです。
なくなり次第終了とさせていただきます。
お早めにお申込みください。

E-mail：info@jtf.jp
（JTF 事務局宛）

　　貴社名
　　ご担当者部署/役職名
　　ご担当者氏名
　　電話番号
を明記の上、下記まで
お問い合わせください！

（
（1号あたり1万円）

「翻訳業界インデックス」

J  T  F   I  N  F  O  R  M  A  T  I  O  N

1年契約 6万円（税別）

mailto:info%40jtf.jp?subject=
http://www.jtf.jp/
mailto:info@jtf.jp

